
細
　
井
　
雄
　
介

ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
想
像
力
考
（
下
）



36

細井　雄介

Brentano’s lecture on “Phantasie”（continued from Vol. 135）　　　　　　　　　　
　In the previous issue（Vol. 133）the attractive figure of Franz Brentano（1838-1917） 
was ascertained as a teacher of both Alois Riegl（1858-1905）and Edmund Husserl

（1859-1938）. Husserl was especially fascinated with a lecture which contained 
penetrating investigation of “Phantasie”. Surely the content of this lecture is very 
interesting and generates the development of new ideas. On the historical relationship 
between the lecture and Husserl’s phenomenology, especially, a vivid account is offered 
by the editor of Husserliana ⅩⅩⅢ.
　From a viewpoint of aesthetics, furthermore, the problem of “Phantasie” or 
imagination is seriously important. So, as before, in order not to miss any detail I have 
translated the whole of the lecture into Japanese here.
　The original text is as follows:
Franz Brentano, Ausgewählte Fragen aus Psychologie und Ästhetik. in:
　Grundzüge der Ästhetik. A. Francke Verlag, Bern 1959. S. 72-87（-87）.
Edmund Husserl, Phantasie, Bildbewusstsein, Erinnerung. Husserliana Band ⅩⅩⅢ, 1980. 

S. ⅩⅤⅢ-L.
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本
稿
の
目
的
は
後
段
に
置
く
論
考
の
翻
訳
紹
介
で
あ
る
。
美
術
史
学
興
隆
時
の
彗
星
リ
ー
グ
ル
（A

lois Riegl, 1858-1905

）
に
魅
か

れ
て
、
本
論
叢
で
は
、
世
に
躍
り
出
た
処
女
作
『
オ
リ
エ
ン
ト
古
絨
毯
』
全
文
を
訳
出
で
き
た
。
こ
の
と
き
リ
ー
グ
ル
の
学
歴
譜
に
ブ

レ
ン
タ
ー
ノ
の
名
が
あ
り
、
こ
の
師
を
仰
い
だ
学
生
に
は
後
年
の
哲
学
者
フ
ッ
セ
ル
（Edm

und H
usserl, 1859-1938

）
も
い
て
、
リ
ー

グ
ル
と
フ
ッ
セ
ル
と
は
ほ
ぼ
同
年
生
で
あ
る
こ
と
に
驚
い
た
。私
生
活
は
ほ
と
ん
ど
語
ら
な
か
っ
た
リ
ー
グ
ル
で
あ
り
、師
ブ
レ
ン
タ
ー

ノ
と
の
関
り
も
全
く
不
明
で
あ
る
。
他
方
フ
ッ
セ
ル
に
は
名
高
い
「
フ
ラ
ン
ツ
・
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
想
出
」
が
あ
り
、
こ
れ
を
も
本
論

叢
第
百
三
十
三
集
で
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
の
「
想
出
」
の
な
か
で
特
筆
さ
れ
た
の
が
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
特
殊
講
義
「
心
理
学
お
よ
び
美
学
の
選
り
抜
き
の
疑
問
」
で
あ
る
。

講
義
内
容
の
実
質
は
「
想
像
力
の
有
無
」
で
あ
り
、
美
学
に
と
っ
て
無
視
で
き
な
い
問
題
で
あ
る
。
本
論
叢
第
百
三
十
四
集
で
「
ブ
レ

ン
タ
ー
ノ
の
想
像
力
考
（
上
）」
と
題
し
て
講
義
全
体
の
訳
出
を
志
し
た
が
、
リ
ー
グ
ル
の
姿
を
思
い
つ
つ
二
十
世
紀
現
象
学
成
立
時

に
お
け
る
学
問
的
営
為
の
一
局
面
を
確
め
た
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
り
、（
中
）
に
続
け
て
今
回
こ
こ
で
作
業
を
完
了
す
る
。

　

訳
文
今
回
の
本
体
は
右
の
講
義
の
終
結
部
分
で
あ
る
。
続
け
て
当
該
部
分
の
「
内
容
概
観
」（
五
一
─
五
九
）
を
置
く
が
、
原
書
の
目

次
を
成
す
も
の
で
も
あ
り
、
す
で
に
畏
友
森
谷
宇
一
教
授
の
精
査
を
経
た
全
文
の
締
め
く
く
り
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
掲
げ
る
の
は
、
こ
の

目
次
に
先
立
つ
原
書
「
編
者
の
序
言
」
で
、
本
論
叢
第
百
三
十
四
集
（
四
二
頁
）
に
お
い
て
一
旦
中
断
し
た
あ
と
に
繋
げ
て
、
編
者
の

要
説
を
全
う
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
最
後
に
本
稿
で
は
、
記
述
心
理
学
か
ら
現
象
学
が
成
る
経
緯
を
重
ん
じ
て
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
特

殊
講
義
と
フ
ッ
セ
ル
と
の
関
り
を
や
や
詳
し
く
説
く
一
文
を
選
ん
だ
。
フ
ッ
セ
ル
全
集
の
初
期
遺
稿
群
を
纏
め
た
第
二
十
三
巻
序
文
の

一
段
「
直
観
の
現
象
学
の
史
的
源
泉
」
で
あ
る
。

　　

大
戦
を
経
た
昭
和
三
十
年
代
の
学
生
に
と
っ
て
サ
ル
ト
ル
は
眩
し
く
、
書
店
に
は
『
想
像
力
の
問
題
』（
平
井
啓
之
訳　

一
九
五
五
年　
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人
文
書
院
）
も
輝
い
て
、
余
響
は
『
美
学
事
典
』（
一
九
六
一
年　

弘
文
堂
）
な
ど
に
記
し
留
め
ら
れ
た
。
幸
い
に
も
今
夏
新
た
な
御
努
力

に
よ
り
『
イ
マ
ジ
ネ
ー
ル
』（
澤
田
直
・
水
野
浩
二
訳　

二
〇
二
〇
年
五
月　

講
談
社
学
術
文
庫
）
が
公
刊
さ
れ
て
、
往
昔
あ
れ
こ
れ
の
こ
と
が

甦
る
。
解
説
に
よ
れ
ば
サ
ル
ト
ル
は
フ
ッ
セ
ル
へ
の
沈
潜
四
年
を
経
て
論
考
を
仕
上
げ
る
が
、当
時
の
世
界
情
勢
に
も
左
右
さ
れ
た
か
、

発
刊
は
一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
フ
ッ
セ
ル
の
『
イ
デ
ー
ン
Ⅰ
』（『
純
粋
現
象
学
及
現
象
学
的
哲
学
考イ
デ
ー
ン案
』
池
上
鎌

三
訳　

上
一
九
三
九
年　

下
一
九
四
一
年　

岩
波
文
庫
）
公
刊
は
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
で
あ
る
。

　

新
制
大
学
の
教
室
で
は
十
九
世
紀
後
半
を
主
導
せ
る
心
理
学
か
ら
哲
学
へ
と
移
る
思
潮
の
動
向
が
強
調
さ
れ
た
。
美
学
な
ら
ば
、
他

者
理
解
の
原
理
た
る
感
情
移
入
の
深
化
で
あ
り
、
了
解
心
理
学
の
進
展
で
あ
り
、
ま
た
批
判
主
義
を
再
興
す
る
新
カ
ン
ト
派
の
俊
敏
や

生
哲
学
の
光
彩
で
あ
り
、
記
述
心
理
学
か
ら
は
現
象
学
の
創
成
で
あ
る
。
現
象
学
の
芸
術
考
察
に
つ
い
て
は
早
く
も
大
西
克
禮
著
『
現

象
學
派
の
美
學
』（
一
九
三
七
年　

岩
波
書
店
）
が
重
々
し
く
、
竹
内
敏
雄
著
『
文
藝
學
序
説
』（
一
九
五
二
年　

岩
波
書
店
）
の
結
尾
で
は
イ

ン
ガ
ル
デ
ン
が
特
筆
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
思
潮
大
観
は
学
生
の
身
に
と
っ
て
自
分
の
位
置
を
見
定
め
る
の
に
あ
り
が
た
く
、
一
読

し
て
は
最
先
端
が
お
の
れ
か
と
錯
覚
さ
せ
る
ま
で
に
作
用
す
る
。

　

だ
が
お
よ
そ
歴
史
に
名
を
留
め
る
ほ
ど
の
一
思
想
の
超
克
と
は
ど
の
よ
う
な
実
質
を
も
ち
、
ど
の
よ
う
に
し
て
果
さ
れ
る
も
の
な
の

か
。
こ
の
反
省
を
、
こ
の
た
び
の
機
縁
、
同
年
生
リ
ー
グ
ル
と
フ
ッ
セ
ル
に
共
通
の
師
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
な
る
三
者
の
出
合
い
如
何
、
と

い
う
関
心
が
強
い
た
。

　　

想
像
は
古
来
あ
れ
こ
れ
と
論
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
実
証
を
旨
と
す
る
時
代
に
生
き
た
心
理
学
徒
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
に
と
っ
て
、
知
覚
が

知
覚
表
象
で
あ
る
の
と
同
じ
く
想
像
と
は
想
像
表
象
の
こ
と
で
あ
り
、
意
識
に
上
る
表
象
す
な
わ
ち
イ
メ
ー
ジ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
相

似
た
も
の
が
無
数
に
存
在
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
を
適
切
に
区
別
し
分
類
す
る
こ
と
は
秩
序
保
全
の
た
め
に
よ
ろ
し
く
、
古
く
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か
ら
学
問
に
と
っ
て
の
常
道
で
あ
っ
た
。
こ
の
道
を
取
る
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
想
像
論
議
の
歴
史
を
辿
っ
て
相
違
の
区
別
を
遂
行
、
果
て

に
知
覚
と
想
像
と
の
対
比
が
残
り
、
一
方
の
直
観
的
に
し
て
本
来
的
な
表イ

メ
ー
ジ象
た
る
知
覚
表
象
に
対
し
て
、
他
方
の
想
像
表
象
は
非
直
観

的
に
し
て
非
本
来
的
な
表
象
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
非
本
来
的
で
あ
る
想
像
表
象
は
、
一
部
は
直
観
の
領
域
に
入
り
、
一
部
は
概

念
の
領
域
に
入
る
の
で
あ
り
、
想
像
表
象
に
つ
い
て
の
固
有
独
立
の
教
説
は
存
在
し
な
い
。
言
い
か
え
る
と
、
理
論
学
に
と
っ
て
は
自

立
で
き
る
想
像
論
は
な
い
、
と
断
案
が
下
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
結
論
部
分
を
成
し
て
い
る
の
が
全
篇
を
閉
じ
る
今
回
の
訳
稿
で
あ

り
、
一
八
八
六
年
に
終
結
の
特
殊
講
義
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
講
義
に
フ
ッ
セ
ル
は
驚
嘆
し
た
。
し
か
し
即
座
に
深
く
働
い
た
の
は
、
こ
の
難
題
は
こ
れ
ほ
ど
簡
明
に
割
切
れ
る
も
の
で
な

い
、
と
危
ぶ
む
直
覚
で
も
あ
っ
た
。
本
来
的
表
象
と
、
こ
こ
へ
限
り
な
く
近
付
い
て
溶
け
合
っ
て
し
ま
う
非
本
来
的
表
象
と
の
区
別
と

は
な
に
か
。
幾
た
び
も
右
の
講
義
の
こ
と
に
触
れ
つ
つ
フ
ッ
セ
ル
は
苦
節
の
道
を
歩
み
、
つ
い
に
自
身
の
一
九
〇
四
─
〇
五
年
講
義
で

明
言
す
る
―
―
「
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
に
よ
れ
ば
想
像
表
象
と
は
非
本
来
的
表
象
で
あ
っ
て
、
あ
れ
こ
れ
の
関
係
に
取
次
が
れ
、
あ
れ
こ
れ

の
概
念
で
媒
介
さ
れ
る
非
直
接
的
な
表
象
（indirekte, durch Beziehungen, durch Begriffen verm

ittelte V
orstellungen

）
の
こ
と
で
あ

る
。
知
覚
と
い
う
本
来
的
表
象
と
非
本
来
的
表
象
と
で
は
統
覚
（A

pperzeption

）
の
在
り
方
が
違
う
と
考
え
る
だ
け
で
重
大
な
進
歩

と
な
る
の
に
、
双
方
を
区
別
す
る
執
拗
な
現
象
学
は
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
究
め
る
と
こ
ろ
で
な
か
っ
た
」（H

usserliana ⅩⅩⅢ
, S. LIV

 und  

S. 93

）。
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
講
義
を
聴
い
て
二
十
年
後
、
い
ま
や
よ
う
や
く
堂
々
と
独
自
の
地
歩
を
築
く
フ
ッ
セ
ル
の
出
立
時
、
こ
れ

は
一
九
〇
四
年
と
し
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
。
内
的
時
間
意
識
の
変
様
を
鋭
く
究
明
す
る
後
日
の
展
開
は
、
思
想
史
の
新
た
な
頁
と
な
っ

て
華
々
し
い
後
続
の
人
々
も
立
並
び
、
サ
ル
ト
ル
も
な
か
の
ひ
と
り
に
算
え
ら
れ
る
。

　　

学
ギ
ュ
ム
ナ
ジ
ウ
ム

校
で
「
最
低
の
生
徒
」
と
印
さ
れ
て
育
ち
、没
歴
史
と
て
歴
史
な
ど
思
わ
ぬ
若
者
フ
ッ
セ
ル
の
前
に
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
が
登
場
す
る
。
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ま
ず
は
鋭
い
太
刀
捌
き
、
あ
と
は
静
々
と
古
代
か
ら
縺
れ
て
現
代
に
ま
で
綾
な
す
糸
を
つ
ぎ
つ
ぎ
と
丹
念
に
解
い
て
は
区
分
け
し
、
つ

い
に
乱
麻
を
断
つ
最
後
の
一
閃
で
あ
る
。
こ
の
英
姿
ぞ
師
な
り
、
と
仰
い
で
終
生
の
契
り
を
結
ぶ
が
、
孜
々
た
ゆ
ま
ず
自
身
の
刃
を
研

ぐ
歳
月
は
、
師
と
の
あ
い
だ
の
超
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
違
い
を
も
悟
ら
せ
る
。
こ
の
機
微
が
窺
え
て
、
後
年
の
師
を
送
る
追
悼
文
の

節
々
に
浮
ぶ
疎
隔
の
悲
し
み
は
切
々
と
胸
に
迫
る
。こ
の
と
き
フ
ッ
セ
ル
は
す
で
に
自
身
の
剛
刀
で
名
高
い
次
代
の
場
面
の
主
で
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
時
は
移
っ
て
サ
ル
ト
ル
の
声
も
聞
え
た
の
ち
に
、
よ
う
や
く
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
講
義
草
稿
が
一
冊
の
本
に
納
め
ら
れ
て
世
に

出
る
。
一
九
五
九
年
の
こ
と
で
あ
り
、
普
及
度
を
大
き
く
す
る
PhB
本
の
公
刊
は
一
九
七
七
年
で
あ
っ
た
。

　

華
麗
な
喧
騒
を
経
て
、
こ
う
し
た
躍
動
の
始
点
と
見
倣
せ
る
古
典
に
立
返
れ
ば
、
あ
た
か
も
往
昔
の
劇
場
舞
台
の
名
場
面
写
真
の
ご

と
く
、
歳
月
の
作
用
は
厳
し
く
、
す
べ
て
は
古
び
て
侘
し
く
見
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
思
潮
隆
替
の
さ
ま
を
思
い
、
一
思
想
の
克
服
な

る
も
の
に
秘
め
ら
れ
る
努
力
の
苛
烈
を
思
え
ば
、
こ
の
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
講
義
録
の
意
義
も
大
き
く
て
不
朽
で
あ
る
。

　　

翻
訳
の
底
本
は
左
記
の
通
り
だ
が
、
副
本
と
し
て
PhB
本
を
傍
に
置
き
、
各
頁
を
照
合
し
つ
つ
訳
業
を
進
め
た
。

　

Franz Brentano, A
usgew

ählte Fragen aus Psychologie und Ä
sthetik. in: Grundzüge der Ä

sthetik. A
. Francke 

V
erlag, Bern 1959. S. 72-87

［-87

］.

　
　
　
　
　
　
　

 　

: Grundzüge der Ä
sthetik

［PhB 312
］. Felix M

einer V
erlag, H

am
burg 1977.

　　
　
　
　
　

�

こ
の
底
本
は
哲
学
科
草
創
期
教
授
田
邊
重
三
先
生
の
御
蔵
書
か
ら
遺
贈
の
貴
重
書
で
あ
る
。
忘
れ
得
ぬ
御
論
考
「
個
體
の
認
識
」 

（
京
城
帝
國
大
学
文
学
会
論
纂
第
九
輯　

昭
和
十
五
（
一
九
四
〇
）
年
三
月
）
の
終
結
部
で
は
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
姿
も
輝
い
て
い
た
。
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「
心
理
学
お
よ
び
美
学
の
選
り
抜
き
の
疑
問（

＊
）」　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

フ
ラ
ン
ツ
・
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ

　
　
　

�　
（
＊
）
こ
の
位
置
に
前
々
集
（
第
百
三
十
四
集
）
で
は
本
講
義
の
出
所
を
語
る
編
者
フ
ラ
ン
ツ
ィ
ス
カ
・
マ
イ
ヤ
ー
＝
ヒ
レ
ブ

ラ
ン
ト
の
注
（
1
）
が
あ
っ
た
。
講
義
が
行
わ
れ
た
の
は
ウ
ィ
ー
ン
大
学
一
八
八
五
年
か
ら
八
六
年
に
か
け
て
の
冬
学
期
、
初

日
は
一
八
八
五
年
十
月
十
七
日
と
記
入
さ
れ
て
い
る
由
で
あ
る
。

　
　
　

�　

第
一
第
二
と
二
冊
あ
る
手
稿
綴
本
は
編
者
の
手
で
全
五
九
節
の
一
体
に
纏
め
ら
れ
て
の
公
刊
と
な
っ
た
。
前
集
で
は
第
二
九

節
か
ら
第
五
一
節
冒
頭
の
一
文
ま
で
を
翻
訳
紹
介
し
た
が
、
今
集
で
は
再
度
第
五
一
節
冒
頭
か
ら
始
め
て
第
五
九
節
の
結
尾
ま

で
を
掲
げ
る
。
あ
と
に
続
け
る
「
内
容
概
観
」
は
公
刊
書
の
目
次
を
成
す
が
、
講
義
本
体
各
節
の
編
者
に
よ
る
要
説
で
あ
る
。

　

訳
者

　

五
一
、
ま
ず
は
問
い
た
い—

—

知
覚
（W

ahrnehm
ung

）
と
は
何
か
。

　

知
覚
と
言
わ
れ
て
思
う
の
は
ひ
と
つ
の
認
識
（Erkenntnis
）、
し
か
も
、
何
か
が
あ
る
、
表
象
さ
れ
た
も
の
（
直
観
さ
れ
た
も
の
）
が

あ
る
、
と
い
う
即
応
即
決
（unm

ittelbar

）
の
認
識
で
あ
る
。
だ
が
こ
れ
で
は
ま
だ
知
覚
な
る
概
念
の
本
質
的
契
機
は
尽
き
ず
、
さ
ら

に
算
え
ら
れ
る
の
は
、
知
覚
と
は
動
機
な
し
の
認
識
で
あ
り
、
何
か
個
体
的
で
実
在
的
な
る
も
の
の
認
識
で
あ
っ
て
、
恐
ら
く
は
ま
た

単
一
（einfach 

簡
単
・
一
重
）
な
る
認
識
で
も
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

け
れ
ど
も
、
こ
う
し
た
補
完
的
規
定
が
必
要
で
あ
る
と
示
す
前
に
、
す
で
に
最
初
の
規
定
に
は
何
が
横
た
わ
っ
て
い
る
の
か
、
と
ま

ず
は
明
か
に
し
た
い
。
知
覚
と
言
わ
れ
て
ひ
と
つ
の
認
識
を
思
う
、
と
わ
れ
わ
れ
は
語
っ
た
。
私
の
知
覚
す
る
も
の
に
つ
い
て
私
は
、
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こ
の
も
の
が
存
在
す
る
、
と
認
識
す
る
。
こ
の
こ
と
を
偏
見
な
き
人
な
ら
ば
誰
し
も
即
座
に
認
め
る
で
あ
ろ
う
し
、
そ
れ
ゆ
え
知
覚
の

名
が
「
真
理
（W

ahrheit

∧w
ahr

）」
と
も
繋
が
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

だ
が
こ
れ
で
は
、
必
ず
し
も
万
人
に
は
明
か
で
な
い
多
く
の
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
知
覚
は
判
断
で
あ
る
、
が
気
に

な
る
。
質
に
つ
い
て
は
、
こ
の
判
断
は
肯
定
的
判
断
で
あ
り
、
正
し
い
（richtig

）
ば
か
り
か
確
か
（sicher

）
で
も
あ
り
、
し
た
が
っ

て
明
証
的
（evident 
直
証
的
）
で
あ
る
。
し
か
も
即
応
の
判
断
で
あ
る
か
ら
に
は
即
刻
即
座
に
明
証
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
続
い

て
な
お
、
た
だ
い
ま
挙
げ
た
ば
か
り
の
諸
規
定
が
さ
ら
に
加
わ
る
。
動
機
な
し
の
即
応
的
認
識
が
問
題
と
わ
れ
わ
れ
は
語
っ
た
の
で
あ

る
。
即
応
的
認
識
も
動
機
を
も
つ
こ
と
は
多
々
あ
っ
て
、矛
盾
の
証
明
は
一
例
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
動
機
あ
り
の
認
識
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
はex term

inis

（
あ
れ
こ
れ
の
概
念
か
ら
）
と
い
う
仕
方
で
よ
く
解
る
と
言
え
る
。
こ
の
こ
と
は
知
覚
に
つ
い
て
は
言
え
ず
、
と
な

れ
ば
、
必
然
的
な
り
と
し
て
知
覚
が
よ
く
解
る
こ
と
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
知
覚
は
ア
プ
リ
オ
リ
な
認
識
に
算
え
ら
れ
ず
、
経
験
的
認

識
に
算
え
ら
れ
る
の
が
慣
わ
し
で
あ
る（

107
）。

　
　

�

（
107
）
下
記
の
書
を
参
照
の
こ
と—

—
Franz Brentano, D

ie Lehre vom
 richtigen U

rteil. Erster H
auptteil D

, 

お
よ
びzw

eiter 

H
auptteil A

 und B.

　

さ
ら
に
わ
れ
わ
れ
は
、
知
覚
は
い
ず
れ
も
何
か
個
体
的
（
規
定
明
確 bestim

m
t

）
な
る
も
の
の
認
識
を
含
む
、
と
語
っ
た
。
さ
ま
ざ

ま
な
応
用
例
を
顧
慮
す
れ
ば
、
こ
の
こ
と
は
概
念
に
属
す
る
事
柄
で
あ
る
と
容
易
く
納
得
で
き
る
で
あ
ろ
う
（
全
称
的
判
断
も
選
言
的
判

断
も
仮
言
的
判
断
も
知
覚
で
は
な
い
）。

　

だ
が
さ
ら
に
わ
れ
わ
れ
は
、知
覚
は
何
か
実
在
的
な
る
も
の
を
捉
え
る
、と
語
っ
た
。
真（
明
証
的
）と
承
認
す
る
判
断（anerkennendes 

U
rtiel

）
の
対
象
た
る
も
の
一
切
は
現
存
（existieren

）
す
る
。
こ
こ
か
ら
の
帰
結
と
し
て
、知
覚
の
名
に
値
す
る
の
は
内
的
知
覚
（innere 
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W

ahrnehm
ung

）
だ
け
、と
い
う
こ
と
に
な
る
。
内
的
知
覚
が
わ
れ
わ
れ
に
示
す
の
は
、例
え
ば
判
断
（urteilen

）
す
る
、意
欲
（w

ollen

）

す
る
、
等
々
の
心
的
現
象
（psychisches Phänom

en

）
で
あ
り
、
さ
ら
に
精
確
に
言
え
ば
、
一
定
の
仕
方
で
心
的
に
活
動
す
る
者
を
、

で
あ
り
、
す
な
わ
ち
表
象
す
る
者
、
判
断
す
る
者
、
感
じ
る
者
、
意
欲
す
る
者
と
し
て
の
私
自
身
を
、
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
外
的
知
覚

（äu㌼ere W
ahrnehm

ung

）
も
記
憶
（Gedächtnis

）
も
各
自
の
対
象
を
即
応
的
明
証
と
も
ど
も
に
は
捉
え
て
い
な
い（

108
）。

　
　

�

（
108
）
こ
の
箇
所
は
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
後
年
の
教
説
に
合
せ
て
変
更
し
て
あ
る
。
特
殊
講
義
［
本
書
］A

usgew
ählte Fragen aus 

Psychologie und Ä
sthetik 

起
草
当
時
の
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
はReales

（
実
在
的
な
る
も
の
）
と
並
べ
てIrreales

（
非
実
在
的
な
る
も
の

─im
m

anente O
bjekte, Sachverhalte

）
を
も
仮
定
し
て
い
た
。
下
記
の
書
を
参
照
の
こ
と—

—
D

ie Lehre vom
 richtigen U

rteil. 

Erster H
auptteil B.

　

な
お
恐
ら
く
、
知
覚
の
概
念
に
は
最
終
の
規
定
と
し
て
、
認
識
は
単
一
の
認
識
で
あ
る
、
を
加
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
私
は
語
っ

た
。—

—

古
く
か
ら
判
断
は
単
一
判
断
（einfaches U

rteil

）
と
合
成
判
断
（zusam

m
engesetztes U

rteil 

幾
つ
か
の
単
一
判
断
か
ら
成
る
類

の
判
断
）
と
に
別
け
て
き
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
は
、
こ
の
馬
鹿
さ
加
減
は
、
馬
を
個
々
の
馬
と
揃
い
の
馬
と
に
別

け
た
い
と
望
む
ほ
ど
の
こ
と
と
思
っ
た
。
と
は
い
え
表
象
を
同
じ
よ
う
な
具
合
に
別
け
る
（
ミ
ル
自
身
す
ら
遣
る
こ
と
）
の
は
、
そ
れ
ほ

ど
馬
鹿
ら
し
い
こ
と
で
な
い
。

　

い
や
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
右
の
二
分
は
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
と
し
て
よ
か
ろ
う
。
と
い
う
の
も
合
成
判
断
を
、
あ
る
種
の
概
念
と
同
様
、

一
緒
に
な
っ
て
全
体
を
作
り
上
げ
て
い
る
幾
つ
か
の
部
分
へ
と
解
消
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
事
例
が
証
示
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

例
を
挙
げ
る—

—
 Ein M

ensch ist nicht gelehrt.

（
あ
る
人
が
教
え
ら
れ
て
い
な
い
［
学
が
な
い
］）。
こ
のnicht

は
述
語
に
算
え
て

も
よ
い
か
ら
、
こ
の
文
はEin nichtgelehrter M

ensch ist.

（
教
え
ら
れ
て
い
な
い
人
［
学
の
な
い
人
］
あ
り
）
な
る
判
断
に
等
し
い
と
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主
張
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
［
教
え
ら
れ
て
い
な
い
人
な
る
］
概
念
は
ど
こ
か
ら
得
た
の
か
。
明
か
に
否
定
的
判
断

か
ら
、
す
な
わ
ち
、
教
え
ら
れ
た
（
し
か
も
明
確
な
る
）
人
と
い
う
仮
定
が
な
か
で
拒
否
さ
れ
る
否
定
的
判
断
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
扱
わ

れ
て
い
る
の
は
絶
対
に
否
定
的
な
判
断
で
な
く
、
一
部
は
肯
定
的
に
し
て
一
部
が
否
定
的
な
判
断
で
あ
る
。
そ
し
て
相
似
た
こ
と
が
他

に
多
く
の
事
例
で
も
生
じ
る（

109
）。

　
　

�

（
109
）
下
記
の
書
を
参
照
の
こ
と—

—
D

ie Lehre vom
 richtigen U

rteil. Erster H
auptteil D

.

　

そ
れ
ゆ
え
わ
れ
わ
れ
は
古
い
［
単
一
か
合
成
か
］
の
区
別
を
更
新
し
て
、
し
か
も
い
ま
見
た
よ
う
に
反
対
を
物
語
る
事
例
、
こ
と
に

判
明
な
る
知
覚
作
用
が
区
別
の
働
き
、
す
な
わ
ち
は
っ
き
り
と
個
々
の
成
分
に
気
付
く
働
き
を
以
て
生
じ
る
類
の
事
例
が
挙
が
る
の
で

あ
れ
ば
、
は
た
し
て
知
覚
と
言
わ
れ
る
や
、
つ
ね
に
単
一
判
断
を
思
う
の
か
、
と
さ
ら
に
問
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

五
二
、
知
覚
と
言
わ
れ
て
わ
れ
わ
れ
の
理
解
す
る
も
の
が
こ
の
よ
う
な
仕
方
で
明
か
と
な
っ
た
か
ら
に
は
、
知
覚
表
象
の
概
念
も
ま

た
明
か
に
な
っ
た
。
知
覚
表
象
と
は
、
知
覚
の
基
底

0

0

0

0

0

（Fundam
ent

）
を
成
す
表
象

0

0

0

0

0

の
こ
と
で
あ
る
。

　

上
述
せ
る
認
識
の
契
機
す
べ
て
を
直
観
で
き
る
例
な
ら
ば
、
右
に
見
た
ご
と
く
、
内
的
知
覚
の
事
例
い
ず
れ
も
が
提
供
す
る
。
い
ず

れ
に
も
動
機
な
し
の
肯
定
的
な
認
識
で
、
何
か
個
体
的
に
し
て
実
在
的
な
る
も
の
を
捉
え
る
即
応
即
座
の
明
証
的
認
識
が
あ
る
の
だ
。

　

そ
れ
ゆ
え
と
に
か
く
、
こ
の
内
的
知
覚
は
想
像
表
象
（Phantasievorstellung

）
の
圏
外
へ
と
排
除
す
べ
き
で
あ
り
、
内
的
知
覚
に
つ

い
て
と
同
じ
こ
と
が
言
え
る
も
の
も
す
べ
て
同
様
に
排
除
す
べ
き
で
あ
る
。だ
が
そ
も
そ
も
厳
密
か
つ
本
来
の
意
味
に
お
け
る
知
覚
に
、

な
お
も
内
的
知
覚
以
外
の
何
か
を
算
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
で
き
る
と
仮
定
し
て
は
な
ら
ぬ
と
私
は
信
じ
て
い
る
。
と
い
う
の
も

知
覚
の
概
念
は
、
内
的
知
覚
以
外
の
事
例
で
は
充
足
を
得
る
こ
と
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
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こ
こ
で
俗
人
の
判
断
は
別
様
と
な
り
勝
ち
で
あ
り
、
有
力
な
哲
学
者
に
も
同
じ
こ
と
が
生
じ
る
。
感
官
を
信
頼
し
た
の
で
あ
り
、
こ

う
し
て
内
的
知
覚
の
ほ
か
に
外
的
知
覚
が
区
別
さ
れ
て
き
た
。
わ
れ
わ
れ
が
意
欲
す
る
こ
と
（W

ollen

）
や
判
断
す
る
こ
と
（U

rteilen

）

は
内
的
知
覚
の
現
実
的
対
象
だ
が
、
同
じ
よ
う
に
、
見
る
、
聴
く
、
等
々
の
も
の
（w

as

）
は
外
的
知
覚
の
現
実
的
対
象
で
あ
る
と
思
っ

た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
の
結
果
と
し
て
、
外
的
感
官
の
記
憶
像
と
か
幻
覚
（H

alluzination

［en

］）
の
ご
と
く
、
本
来
よ
り
広
々
と
し

た
想
像
（Phantasie
）
の
領
域
が
生
じ
た
。
い
と
も
容
易
く
論
駁
で
き
る
事
柄
な
の
に
、
そ
れ
で
も
普
通
の
人
々
は
今
日
に
至
る
ま
で

外
的
知
覚
に
固
執
し
て
、
矛
盾
す
る
経
験
に
成
程
や
や
見
向
き
は
し
た
も
の
の
、
ほ
ん
の
一
瞬
だ
け
で
あ
っ
て
、
あ
れ
こ
れ
の
帰
結
を

引
出
し
て
は
い
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
知
覚
の
圏
内
に
な
お
も
別
な
る
こ
と
を
持
込
む
始
末
が
生
じ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
普
通
人

は
、
眼
で
見
る
も
の
を
知
覚
し
た
と
誤
認
す
る
よ
う
に
、
例
え
ば
運
動
や
静
止
あ
る
い
は
水
の
落
下
、
等
々
、
眼
で
見
な
い
も
の
を
見

る
と
ま
で
誤
認
す
る
か
ら
で
あ
る（

110
）。

　
　

�

（
110
）Franz Brentano, D

ie Lehre vom
 richtigen U

rteil. S. 144ff.

　

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
外
的
知
覚
に
つ
い
て
は
普
通
人
の
あ
ら
ゆ
る
偏
見
を
決
し
て
越
え
出
て
は
い
な
か
っ
た
人
だ
が
、
そ
れ
で
も
例

え
ば
運
動
や
静
止
の
知
覚
で
は
本
来
の
意
味
に
お
け
る
「
見
る
」
は
問
題
に
な
り
得
な
い
と
気
付
い
て
い
た
。
付
帯
的
［
偶
然
的
］
感

覚
（α’ίσθησις

 κατὰ

 συμ
㌼ε
㌼ηκ

óς

『
霊
魂
論
』
第
二
巻
第
六
章
以
下
）
を
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
名
付
け
た
知
覚
と
内
的

知
覚
と
を
一
緒
に
す
る
誤
り
が
厭
で
も
こ
こ
で
目
立
つ
と
は
い
え
、
よ
く
よ
く
吟
味
す
る
と
、
こ
の
付
帯
的
［
偶
然
的
］
感
覚
に
つ
い

て
は
、
諸
他
の
い
わ
ゆ
る
外
的
知
覚
に
つ
い
て
よ
り
も
、
む
し
ろ
正
し
く
捉
え
て
い
る
何
か
が
あ
る
と
解
る
。
外
的
知
覚
と
な
れ
ば
、

知
覚
内
で
表
象
さ
れ
る
対
象
は
現
実
的
（w

irklich 

現
に
あ
る
）
で
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
こ
と
に
な
る
が
、
付
帯
的
［
偶
然
的
］
感
覚
で

は
た
だ
、
何
か
が
現
（w

irklich

）
に
あ
り
、
こ
の
何
か
に
つ
い
て
は
知
覚
表
象
内
に
与
え
ら
れ
る
現
出
（Erscheinung

外
見
）
が
当
の
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何
か
の
徵
（Zeichen

）
と
し
て
わ
れ
わ
れ
に
役
立
つ
、と
言
え
る
だ
け
で
あ
る
。
さ
し
あ
た
り
少
く
と
も
、当
の
知
覚
現
象
（W

ahrneh- 

m
ungsphänom

en

）
が
徵
で
あ
り
、
し
か
も
何
か
に
つ
い
て
の
規
則
的
（regelm

äßig

）
な
徵
で
あ
る
こ
と
は
否
定
さ
れ
て
い
な
い
。
そ

し
て
、
こ
れ
は
広
い
範
囲
で
言
え
る
こ
と
、
と
経
験
が
裏
付
け
て
く
れ
る
。
諸
々
の
現
象
（Phänom

en

［e

］）
が
流
れ
ゆ
く
過
程
内
に

お
け
る
何
ら
か
の
規
則
性
（gew

isse Gesetzm
ä㌼igkeit

［en

］）
は
、
こ
の
よ
う
に
見
て
し
か
把
握
（begreiflich

）
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
外
的
知
覚
に
つ
い
て
語
り
続
け
て
き
た
の
が
人
々
の
実
際
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
わ
ゆ
る
外
的
知
覚
に
も
内
的

知
覚
に
も
知
覚
の
概
念
を
用
い
る
な
ら
ば
、
目
に
は
以
前
の
見
方
と
の
本
質
的
な
隔
た
り
が
は
っ
き
り
と
見
え
て
き
て
、
知
覚
の
概
念

に
生
じ
て
い
る
酷
い
曖
昧
さ
加
減
に
気
付
く
で
あ
ろ
う
。

　
α
．
外
的
知
覚
で
眼
前
に
あ
る
の
は
、
癖
と
な
っ
て
い
る
期
待
で
あ
り
、
せ
い
ぜ
い
の
と
こ
ろ
帰
納
に
よ
る
結
論
で
あ
る
。
内
的
知

覚
で
わ
れ
わ
れ
が
持
つ
の
は
即
応
即
座
の
絶
対
確
実
な
認
識
で
あ
る
。

　
β
．
い
わ
ゆ
る
対
象（Gegenstand

）は
そ
も
そ
も
外
的
知
覚
表
象
の
対
象
で
な
く
、こ
の
表
象
の
原
因
に
過
ぎ
ず
、諸
他
作
用（gew

isse 

andere W
irkungen

）
を
予
言
さ
せ
る
だ
け
の
何
か
、
こ
れ
自
身
は
知
ら
れ
ざ
る
も
の
（ein in sich U

nbekanntes

）
で
し
か
な
い
。
反

し
て
内
的
知
覚
で
は
、
知
覚
さ
れ
る
対
象
は
現
（w

irklich

）
に
あ
る
。

　

五
三
、
想
像
（Phantasie

）
の
概
念
も
首
尾
一
貫
性
の
な
い
ま
ま
相
同
的
（hom

olog

同
族
的
）
に
変
形
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
不
思
議

で
な
い
。
こ
の
こ
と
に
は
い
か
な
る
姿
勢
を
取
る
べ
き
か
。
同
じ
相
同
的
変
形
（hom

ologe U
m

bildung

）
を
い
つ
ま
で
も
遂
行
し
て
よ

い
の
か
。
首
尾
よ
ろ
し
き
改
良
（Reform

）
は
容
易
で
な
か
ろ
う
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
事
実
成
分
（T

atbestand

）
全
体
の
整

理
訂
正
に
よ
っ
て
し
か
改
良
は
可
能
で
な
い
。
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五
四
、
わ
れ
わ
れ
が
何
か
を
見
た
り
聴
い
た
り
す
る
と
き
と
、
こ
の
何
か
を
表
象
す
る
と
か
、
こ
の
何
か
に
つ
い
て
言
わ
れ
る
の

を
聴
い
た
り
、
見
た
も
の
に
つ
い
て
誰
か
が
話
す
の
を
聴
い
た
り
す
る
と
き
と
で
は
、
明
か
に
相
違
（U

nterschied 

区
別
）
が
生
じ
て 

い
る
。
相
違
と
は
何
か
。
さ
き
に
述
べ
た
通
り
［
原
文S. 70f. 

本
論
叢
第
一
三
五
集 

五
七
頁
］
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が

［
弱
い
知
覚
表
象
］
を
語
っ
て
い
た
し
、
ご
く
最
近
に
至
る
ま
で
相
似
る
見
方
は
支
持
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
見
方
に
異
議

を
唱
え
る
人
々
が
現
れ
る
。
こ
のα

’ίσθησις
 α’σθενής

と
は
お
よ
そ
何
で
あ
ろ
う
か
。
強
度
の
劣
る
内
容
（m

inder intensiver 

Inhalt

）
の
感
受
の
こ
と
か
。—

—

と
す
れ
ば
大
き
な
激
し
さ
（gro㌼e Stärke

）
の
思
浮
ぶ
音
（T

on

）
は
フ
ォ
ル
テ
で
な
く
ピ
ア
ニ

シ
モ
、
な
ど
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
と
ん
で
も
な
い
仮
定
で
な
い
か
！　

で
は
一
体
ど
の
よ
う
に
比
較
す
れ
ば
よ
い
か
。
し
か
も

こ
こ
で
、「
見
る
」
に
当
っ
て
の
「
よ
り
乏
し
い
強
度
（geringere Intensität

）」
な
る
も
の
は
全
く
確
定
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
加

わ
る
。
よ
り
乏
し
い
光
度
（Lichtstärke
）
な
の
か
、
よ
り
乏
し
い
明
度
（H

elligkeit

）
な
の
か
。
黒
（Schw

arz

）
は
最
も
暗
い
感
受

（dunkelste Em
pfindung

）
だ
が
、
フ
ェ
ヒ
ナ
ー
は
、
あ
ら
ゆ
る
色
の
表
象
は
自
分
に
は
黒
よ
り
も
暗
く
な
る
と
主
張
し
、
目
に
映
る
黒

（A
ugenschw

arz

）
は
い
か
な
る
記
憶
像
（Erinnerungsbild

）
よ
り
も
強
度
の
大
き
い
印
象
を
生
む
と
言
う（

111
）。

し
か
し
、
こ
れ
が
記
憶

像
の
正
し
い
特
性
記
述
で
あ
る
と
誰
が
認
め
よ
う
か
。
本
質
的
に
別
な
る
見
方
も
差
出
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

を
崇
拝
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
見
方
の
ひ
と
つ
を
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
が
試
み
て
い
る
と
見
え
る
。
と
い
う
の
も
私

が
思
う
に
、
ミ
ュ
ラ
ー
も
確
か
に
想
像
表
象
と
感
受
と
の
内
容
相
違
（Inhaltsunterschied 

区
別
）
を
説
い
て
は
い
る
も
の
の
、
こ
の
相

違
を
全
く
別
様
に
掴
み
、
こ
の
相
違
の
ほ
か
に
、
な
お
両
能
力
の
活
動
の
仕
方
に
お
け
る
極
め
て
本
質
的
な
相
違
の
方
を
は
る
か
に
大

き
く
力
説
し
た
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
想
像（Phantasie

）の
活
動
は
境
界
を
設
け
つ
つ（begrenzend

）諸
々
の
形
式
を
生
む（Form

en 

erzeugend

）
こ
と
に
あ
ろ
う
、
と
言
う
の
で
あ
る（

112
）。

　
　

�

（
111
）Fechner, Elem

ente der Psychophysik, Ⅱ
., S. 518.

α
’ίσθησις

 α’σθενής
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�

（
112
）Johannes M

üller, Ü
ber phantastische Gesichtserscheinungen, Ⅲ

.

（D
as Eigenleben der Phantasie

）.
　

け
れ
ど
も
す
べ
て
こ
う
し
た
説
明
で
は
ほ
と
ん
ど
満
足
が
得
ら
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
。
右
に
述
べ
た
異
議
の
幾
つ
か
は
恐
ら
く
も
は

や
出
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
他
に
残
る
も
の
が
あ
る
。
感
受
と
表
象
と
の
強
度
の
比
較
は
す
で
に
視
覚
で
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
も
し
な
い

が
、
視
覚
以
外
の
感
覚
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
音
楽
の
総
譜
を
読
む
。
こ
の
と
き
得
る
満
足
は
ど
の
よ
う
に
把
捉
で
き
る
の

か
。—

—

ヨ
ハ
ネ
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
提
唱
の
ご
と
く
境
界
と
形
式
の
う
ち
に
か
。
こ
う
主
張
す
る
の
は
難
し
い
で
あ
ろ
う
し
、
あ
ま
り
に

も
一
面
的
に
形
態
（Gestalt
）
し
か
考
え
て
い
な
い
と
見
え
る
し
、
こ
こ
は
強
度
や
品
質
を
も
顧
慮
す
べ
き
と
こ
ろ
で
な
い
か
。
だ
が

問
題
全
部
を
ミ
ュ
ラ
ー
の
望
む
よ
う
に
解
釈
す
る
の
は
不
可
能
と
見
え
て
も
、
多
分
そ
の
教
説
の
一
部
は
や
は
り
正
し
い
の
で
は
な
い

か
。
ミ
ュ
ラ
ー
は
内
容
（Inhalt

）
の
相
違
と
活
動
方
式
（Betätigungsw

eise

）
に
お
け
る
相
違
と
を
教
え
て
く
れ
た
。
前
者
は
す
で
に

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
で
見
た
よ
う
に
種
々
の
困
難
に
立
至
る
。
し
か
し
後
者
は
、
あ
る
い
は
満
足
を
も
た
ら
し
は
し
な
い
か
。
こ
う
し
て

実
際
に
示
さ
れ
て
い
る
の
が
、
ひ
と
り
は
こ
の
よ
う
に
、
ま
た
ひ
と
り
は
別
様
に
、
と
多
く
の
人
々
が
打
開
を
試
み
て
き
た
道
で
あ
る
。

　

以
前
は
、
感
受
と
表
象
と
で
は
、
与
え
ら
れ
る
の
は
強
さ
の
点
で
も
同
じ
内
容
（Inhalt

）（
113
）だ

が
、
し
か
し
与
え
ら
れ
る
仕
方
が
違

0

0

0

0

う0

（in anderer W
eise

）
の
で
あ
ろ
う
と
見
做
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
ロ
ッ
ツ
ェ
の
説
を
思
う
だ
け
で
よ
か
ろ
う
。
表
象
（V

orstellung

）

は
光
輝
や
音
響
や
苦
痛
を
ま
ざ
ま
ざ
と
精
確
に
思
浮
べ
る
（vorstellen 

前
に
置
く
）
が
、
た
だ
し
再
度
こ
れ
ら
を
感
受
し
な
い 

（em
pfinden

）（
114
）、

と
言
う
の
で
あ
る
。

　
　

�

（
113
）
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
後
年
の
用
語
で
は
、
こ
こ
はGegenstand

（
対
象
）
と
置
く
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。Inhalt

（
内
容
）
を
そ
の
ま

ま
に
留
め
た
の
は
、
こ
の
表
現
を
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
が
用
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
上
注
（
103
）
を
参
照
の
こ
と
。

　
　

�

（
114
）H

erm
ann Lotze, M

edizinische Psychologie, Ⅲ
. Buch, 

§36.
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ａ
．
マ
イ
ネ
ル
ト
や
マ
ッ
ハ
の
ご
と
き
人
々
は
、
相
違
は
全
く
決
め
ら
れ
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

　

ｂ
．�

他
に
、
表
象
内
容
の
強
度
（Intensität

）
は
等
し
い
の
に
表
象
作
用
（V

orstellen

）
の
強
度
が
小
さ
い
と
仮
定
す
る
人
々
が
い 

る
（
ヘ
ル
バ
ル
ト
お
よ
び
同
学
派
）。

　
ｃ
．
ま
た
他
に
、
表
象
作
用
に
は
総
じ
て
強
度
を
否
定
す
る
人
々
が
い
る
。

　

ｄ
．
最
後
に
、
感
受
と
表
象
と
は
客
体（

115
）へ

の
関
係
方
式
（Beziehungsw

eise

）
の
相
違
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
る
と
説
く
人
々
が
い
る
。

　
　

�

（
115
）
手
稿
原
文
に
は

“im
m

anentes

”O
bjekt

（「
内
在
的
」
客
体
）
と
あ
る
。
上
注
（
36
）
お
よ
び
（
40
）
を
参
照
の
こ
と
。

　

こ
う
し
た
試
み
は
す
べ
て
支
持
で
き
な
い
と
判
明
す
る
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
の
試
み
を
や
や
詳
し
く
考
察
し
た
い
。

　

ｂ
に
つ
い
て
。
表
象
内
容
の
強
さ（Stärke

）は
等
し
い
の
に
表
象
作
用
の
強
度
が
小
さ
い
、と
い
う
こ
と
は
総
じ
て
虚
構
物
語（Fabel

）

の
王
国
に
属
す
る
。
感
受
作
用
の
強
さ
が
零ゼ

ロ

と
な
り
、こ
れ
と
と
も
に
感
受
さ
れ
る
も
の
も
零ゼ

ロ

と
な
る
が
、そ
れ
で
も
現
出（Erscheinung 

出
来
事
の
外
見
）
は
感
受
と
し
て
残
る
、
と
い
う
極
端
な
事
例
は
、
理
に
合
わ
な
い
ば
か
り
か
、
そ
も
そ
も
可
能
で
な
い
。
感
受
さ
れ

る
も
の
と
、こ
れ
に
伴
う
現
象（Phänom

en

）と
に
、二
つ
の
強
度
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。（
想
像
表
象
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
）。

　
ｃ
に
つ
い
て
。
だ
が
、
感
受
内
容
は
一
つ
な
の
に
感
受
の
強
さ
（Stärke

）
を
あ
れ
こ
れ
勝
手
に
仮
定
す
る
の
は
お
か
し
い
と
し
て

旧
い
教
説
を
非
難
す
る
の
は
正
し
く
と
も
、
当
の
ロ
ッ
ツ
ェ
自
身
の
新
見
解
も
上
首
尾
で
は
な
い
。
感
受
作
用
（Em

pfinden

）
に
は

感
受
内
容
に
等
し
い
第
二
の
強
度
（Intensität

）
が
与
え
ら
れ
る
が
、
お
よ
そ
表
象
作
用
（V

orstellen

）
に
強
度
は
与
え
ら
れ
な
い
、

と
ロ
ッ
ツ
ェ
は
考
え
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
よ
う
に
言
わ
れ
る
強
度
の
同
等
性
（Gleichheit

）
は
誰
か
測
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
か
。
そ

の
種
の
異
質
（H

eterogenes

）
な
る
も
の
が
扱
わ
れ
る
と
き
当
の
測
定
は
ど
れ
ほ
ど
困
難
で
あ
ろ
う
か
。
同
等
性
が
自
明
と
見
え
る
の

で
あ
れ
ば
、
理
由
は
同
等
性
な
ら
ぬ
一
体
性
（Einheit

）
が
与
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
と
な
る
が
、
わ
れ
わ
れ
に
は
感
受
内
容
（
＝
対
象
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Gegenstand

）
の
強
度
し
か
意
識
（bew

u㌼t w
erden

）
さ
れ
な
い
。
だ
が
こ
の
と
き
、
同
じ
対
象
を
表
象
（vorstellen

）
す
る
こ
と
に

感
受
（em

pfinden

）
す
る
こ
と
と
の
相
違
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

ｄ
に
つ
い
て
。
感
受
で
も
表
象
で
も
客
体
へ
の
関
り
方
で
は
、
経
験
は
何
ひ
と
つ
特
別
な
関
係
方
式
を
示
し
て
く
れ
な
い
。
肯
定
的

判
断
と
否
定
的
判
断
と
の
比
較
は
ほ
と
ん
ど
場
違
い
で
あ
る
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
疑
念
を
湧
か
せ
や
す
い
。
と
い
う
の
も
判
断
で
は
客

体
へ
の
関
係
方
式
の
相
違
は
は
っ
き
り
と
見
え
る
の
に
、
こ
こ
で
は
た
だ
窮
地
脱
出
の
仮
説
に
し
か
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。—

—

し

か
も
経
験
の
全
く
知
ら
ぬ
何
か
が
仮
定
さ
れ
な
が
ら
、
他
方
で
は
、
経
験
内
に
は
っ
き
り
と
横
た
わ
る
重
要
で
多
様
な
諸
契
機
が
顧
慮

さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
記
憶
表
象
（Gedächtnisvorstellung

）
は
ど
こ
に
算
え
れ
ば
よ
い
の
か
。
思
う
に
感
受
の
ば
あ
い
と

同
じ
関
係
方
式
が
語
ら
れ
て
、
対
象
の
相
違
は
表
象
に
よ
っ
て
過
去
の
も
の
、
と
か
未
来
の
も
の
、
な
ど
に
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
に

で
も
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

だ
が
さ
ら
に
大
き
な
困
難
を
示
す
事
例
は
他
に
も
あ
る
。
例
え
ば
盲
点
の
充
足
（blinder Fleck

）
の
充
足
は
ど
う
か
。
こ
れ
は
幻
覚

か
感
受
か
想
像
表
象
か
。
シ
ュ
ト
ゥ
ン
プ
フ
は
判
断
錯
誤
（U

rteilstäuschung

）
の
問
題
で
あ
ろ
う
と
考
え
た
。
マ
ッ
ハ
は
充
足
の
起

る
こ
と
な
ど
な
い
と
否
認
し
た
。
こ
れ
に
は
充
足
の
紛
れ
も
な
い
経
験
が
繰
返
さ
れ
て
い
て
反
論
と
な
る
。
私
自
身
は
、
盲
点
の
充
足

は
諸
他
の
関
係
方
式
に
と
っ
て
よ
り
も
む
し
ろ
感
受
に
と
っ
て
の
幻
覚（H

alluzination

）に
算
え
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
、と
思
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
困
難
は
ま
だ
こ
れ
で
終
り
と
な
ら
な
い
。
た
だ
い
ま
取
上
げ
て
い
る
見
方
の
望
む
と
こ
ろ
は
、
感
受
と
想
像
表
象
と
の
相
違

を
そ
れ
ぞ
れ
別
々
の
関
係
方
式
に
よ
る
と
し
て
掴
む
こ
と
に
あ
る
が
、
経
験
は
、
こ
の
種
の
相
違
ば
か
り
で
な
く
、
さ
ら
に
な
お
想
像

表
象
自
体
の
あ
い
だ
に
も
相
似
た
相
違
を
見
せ
つ
け
る
。
信
頼
で
き
る
多
数
の
報
告
か
ら
明
か
だ
が
、
あ
れ
こ
れ
の
想
像
表
象
内
に
は

段
階
差
が
あ
り
、
な
か
で
最
も
生
気
に
富
む
表
象
は
も
は
や
感
受
と
区
別
さ
れ
な
い
。
ま
た
誰
し
も
み
ず
か
ら
直
観
性
に
つ
い
て
の
完

全
性
が
、
あ
る
と
き
は
乏
し
く
、
あ
る
と
き
は
大
き
く
、
大
き
く
な
れ
ば
想
像
表
象
が
感
受
の
表
象
に
近
付
く
こ
と
を
体
験
し
て
い
る
。
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い
わ
ゆ
る
生
々
し
い
記
憶（frisches Gedächtnis

）を
思
う
が
よ
い（
本
来
の
残
像 eigentliches N

achbild 

と
取
違
え
て
は
い
け
な
い
フ
ェ
ヒ
ナ
ー

の
記
憶
残
像Erinnerungsnachbild

の
こ
と
）。

　

こ
の
よ
う
な
事
例
は
山
積
み
に
観
察
さ
れ
て
、
客
体
へ
の
関
り
方
が
違
う
と
す
る
ロ
ッ
ツ
ェ
の
見
方
を
、
原
形
と
し
て
も
変
形
の
姿

と
し
て
も
、
完
全
に
支
持
で
き
る
と
思
わ
せ
る
に
は
、
あ
ま
り
に
も
多
過
ぎ
る
。
さ
き
に
「
同
じ
内
容
な
が
ら
種
々
に
相
違
せ
る
表
象

作
用
」
と
言
わ
れ
た
事
柄
は
空
想
の
産
物
（im

aginär

）
で
あ
る（

116
）。

　
　

�

（
116
）
こ
の
「
ｄ
に
つ
い
て
」
で
挙
げ
ら
れ
た
例
は
大
幅
に
削
減
し
て
あ
る
。

　
ａ
に
つ
い
て
。
と
こ
ろ
で
、
相
違
は
決
め
ら
れ
な
い
、
と
す
る
見
方
に
つ
い
て
は
何
と
言
え
ば
よ
い
か
。
こ
の
見
方
が
正
し
い
と
す

れ
ば
、
対
象
は
等
し
い
の
に
表
象
作
用
に
何
ら
か
の
別
な
る
相
違
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

も
と
よ
り
真
正
な
る
相
違

0

0

0

0

0

0

［
区
別
］（echter U

nterschied

）
は
存
在
す
る
し
、
同
じ
対
象
相
手
の
表
象
作
用
あ
れ
こ
れ
に
見
出
せ
る

相
違
は
こ
れ
だ
け
で
し
か
な
い
。す
な
わ
ち
完
全
に
直
観
的
な
る
表
象
作
用

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
多
少
と
も
非
直
観
的
な
る
表
象
作
用

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
の
相
違
で
あ
る
。

何
を
思
っ
て
い
る
か
は
、
実
例
が
は
っ
き
り
と
さ
せ
て
く
れ
る
。
直
観
的
表
象
作
用
の
例
は
「
私
は
赤
い
四
角
を
見
る
（sehen

）」
で

あ
る
。
非
直
観
的
表
象
作
用
の
例
は
「
私
は
丸
い
四
角
を
思
う
（denken

）」
で
あ
る
（
た
だ
し
私
が
赤
い
正
方
形
や
等
辺
四
角
形
や
直
角
三
角

形
を
思
う
と
き
に
も
働
い
て
い
る
の
は
同
じ
く
非
直
観
的
な
表
象
作
用
で
あ
る
）。
そ
れ
で
は
実
例
の
双
方
は
何
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
る
か
、
と
問

う
て
み
た
い
。

　

あ
る
人
は
恐
ら
く
、
非
直
観
的
表
象
作
用
の
例
で
は
対
象
が
そ
も
そ
も

0

0

0

0

［
＝
本
来
的
に
］
全
く
表
象
さ
れ
て
い
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（eigentlich gar 

nicht vorgestellt

）
と
言
う
で
あ
ろ
う
。
だ
が
精
確
に
見
る
と
、
こ
れ
は
正
し
く
な
い
。
非
直
観
的
な
る
も
の
を
私
は
、
概
念
の
完
全

な
る
明
晰
性
を
以
て
考
え
る
。
ま
た
別
の
人
は
、
非
直
観
的
な
る
も
の
は
一
体
と
し
て

0

0

0

0

0

（nicht einheitlich

）
表
象
さ
れ
な
い

0

0

0

0

0

0

、
と
思
う
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か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
こ
れ
も
ま
た
完
全
に
当
っ
て
い
る
と
は
見
え
な
い
。
私
の
表
象
す
る
の
が
赤
い
四
角
、
ど
こ
ろ
か
丸
い
四
角
で

あ
る
と
き
で
す
ら
、「
赤
い
」「
丸
い
」「
四
角
」
は
互
い
に
結
ば
れ
て
表
象
さ
れ
る
し
、
こ
の
よ
う
に
表
象
で
き
る
が
ゆ
え
に
こ
そ
私

は
、
赤
い
四
角
の
直
観
的
表
象
に
お
い
て
も
非
直
観
的
表
象
に
お
い
て
も
同
じ
表
象
対
象
を
も
つ
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
表
象

の
異
な
る
仕
方
に
つ
い
て
あ
れ
や
こ
れ
や
と
曖
昧
に
表
現
さ
れ
て
も
、
あ
れ
こ
れ
の
表
現
は
い
ず
れ
も
、
つ
ね
に
真
理
（W

ahrheit 

裸

の
在
り
方
）
に
は
触
れ
て
い
る
［
核
心
に
は
真
理
を
も
つ
］。

　

わ
れ
わ
れ
の
表
象
活
動
（V

orstellungstätigkeit

）
は
一
体
（Einheit

）
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
表
象
さ
れ
る
も
の
の
部
分
に
目
を
向
け

れ
ば
諸
々
の
部
分
表
象
を
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
な
れ
ば
区
分
は
さ
ま
ざ
ま
な
見
地
で
行
え
る
。

　

一
、
表
象
自
体
に
諸
々
の
部
分
が
共
属
し
て
い
る
こ
と
を
顧
慮
し
て
の
区
分
（
広
狭
両
方
の
意
味
に
お
け
る
部
分
直
観
）
が
あ
る（

117
）。

　

二
、
心
的
機
能
の
別
な
る
部ク

ラ
ス類
を
顧
慮
し
、
こ
う
し
た
部
類
間
に
生
じ
る
相
違
、
例
え
ば
一
部
分
だ
け
が
肯
定
的
判
断
の
基
底
で
あ

る
と
か
否
定
的
判
断
の
基
底
で
あ
る
と
か
一
利
害
関
心
の
基
底
で
あ
る
な
ど
の
相
違
を
顧
慮
し
て
の
区
分
、
す
な
わ
ち
諸
部
分
を
本
来

的
に
解
消
す
る
こ
と
な
し
の
抽
象
が
あ
る（

118
）。

　
　

�

（
117
）Franz Brentano, D

ie Lehre vom
 richtigen U

rteil. Erster H
auptteil C., S. 51.

　
　

�

（
118
）
判
断
も
し
く
は
関
心
の
作
用
が
全
表
象
の
一
部
分
に
関
係
す
る
だ
け
で
、
諸
他
す
べ
て
の
部
分
は
捨
象
す
る
ゆ
え
に
（
ブ
レ
ン
タ
ー

ノ
の
言
）。

　

ひ
と
つ
の
表
象
が
部
分
直
観
で
あ
る
と
同
時
に
概
念
で
も
あ
る
こ
と
は
可
能
だ
が
、
こ
う
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
得
る
。
し
か
も
一

方
に
は
概
念
で
な
い
ど
こ
ろ
か
決
し
て
概
念
と
な
り
得
ぬ
部
分
直
観
が
あ
り
［
多
角
形
の
一
部
分
と
か
円
弧
］、
他
方
に
は
狭
い
意
味
ど
こ

ろ
か
広
い
意
味
に
お
い
て
も
直
観
的
な
ら
ぬ
概
念
が
あ
る
の
だ［
虚
数
］。
こ
の
と
き
問
題
と
な
る
の
は
表
象
の
融
合（V

erschm
elzung

）
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で
あ
る
。
融
合
さ
せ
る
も
の
は
一
纏
ま
り
の
特
別
な
関
心
と
か
判
断
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
同
じ
対
象
を
直
観
的
か
つ
非
直
観
的
に
表

象
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
が
起
る
し
、
相
関
的
に
、「
そ
の
非
直
観
的
表
象
に
は
一
体
性
が
欠
け
る
」、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
「
そ
の
非
直
観

的
に
表
象
さ
れ
る
も
の
は
そ
も
そ
も
全
く
表
象
さ
れ
な
い
」
と
い
う
類
の
表
現
が
正
当
化
（relative Berechtigung

）
さ
れ
る
こ
と
も

理
解
で
き
る（

119
）。

と
い
う
の
も
統
一
が
成
る
の
は
表
象
す
る
活
動
自
体
に
よ
っ
て
で
な
く
、
他
の
道
で
は
共
属
し
よ
う
も
な
い
も
の
を

一
纏
め
に
し
よ
う
と
関
っ
て
く
る
別
種
の
心
的
経
過
に
よ
っ
て
の
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
同
じ
対
象
を
表
象
す
る
と
き
の
非
直
観
的
な

多
々
さ
ま
ざ
ま
な
働
き
も
こ
の
よ
う
に
理
解
で
き
る
し
、
例
を
挙
げ
れ
ば
解
り
易
い
（
例
と
し
て
「
斜
角
の
あ
る
赤
い
等
辺
四
角
形
」）。

　
　

�

（
119
）
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
後
年
の
見
方
に
よ
れ
ば
、
総
じ
て
一
般
概
念
（A

llgem
einbegriff

）
は
表
象
さ
れ
な
い
し
、
表
象
さ
れ
る
の
は
た
だ
、

多
少
と
も
明
確
に
表
象
す
る
人
の
何
か
実
在
的
な
る
も
の
（ein etw

as Reales

）
だ
け
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
わ
れ
わ
れ
の
事
例
に
立
返
っ
て
、
こ
れ
ま
で
に
見
出
せ
た
事
柄
を
活
用
し
た
い
。
直
観
的
な
表
象
と
あ
れ
や
こ
れ
や
と
非

直
観
的
で
あ
る
表
象
と
の
相
違
は
、感
受
と
ふ
つ
う
の
想
像
表
象
と
の
相
違
を
概
念
的
に
把
握
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
恐
ら
く
、

等
し
い
対
象
が
表
象
さ
れ
る
が
一
方
で
は
直
観
的
に
、
他
方
で
は
非
直
観
的
に
、
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
こ
の
説
明
の
試
み

も
明
か
に
適
切
で
な
い
し
、合
成
物
に
し
か
当
嵌
ら
ず
、し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
不
十
分
と
な
る
（
例
え
ば
大
砲
の
轟
音
の
強
度
に
つ
い
て
）。

こ
の
よ
う
な
次
第
で
相
違
は
決
め
ら
れ
な
い
と
す
る
理
論
［
ａ
］
も
駄
目
と
な
る
。

　

五
五
、
対
象
に
お
け
る
相
違
（U

nterschied 

区
別
）
が
問
題
と
な
る
限
り
で
は
少
く
と
も
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
正
し
い
こ
と
は
否

定
さ
れ
な
い
し
、
こ
の
こ
と
は
経
験
か
ら
は
っ
き
り
と
容
認
で
き
る
。
し
か
も
表
象
の
強
度
（Intensität

）
に
つ
い
て
ば
か
り
か
、
し

ば
し
ば
充
実
度
（Fülle

）
に
つ
い
て
も
言
え
る
。
他
に
も
例
え
ば
知
人
を
見
た
と
き
と
、
名
前
が
聴
え
て
想
像
裡
に
当
人
の
姿
を
表
象
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す
る
と
き
と
で
は
、
与
え
ら
れ
て
い
る
の
は
完
全
に
忠
実
な
似
姿
（vollkom

m
ene T

reue

）
で
な
い
こ
と
が
多
い
。
格
別
こ
の
よ
う
に

言
え
る
の
は
品
質
（Q

ualität

）
に
つ
い
て
も
で
あ
り
、
楽
器
な
ら
ば
音
色
（K
langfarbe 

音
質
）
等
々
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　

知
覚
の
対
象
と
想
像
表
象
と
の
あ
い
だ
に
、
恐
ら
く
、
完
全
な
相
似
性
（Ä

hnlichkeit

）
は
決
し
て
与
え
ら
れ
て
い
な
い
が
、
そ
れ

に
し
て
も
多
く
の
ば
あ
い
、
相
似
性
は
と
り
わ
け
不
完
全
（unvollkom

m
en

）
で
あ
る
。
自
身
の
こ
と
で
フ
ェ
ヒ
ナ
ー
は
、
見
る
色
と

表
象
す
る
色
と
で
は
自
分
に
は
相
似
性
は
ほ
と
ん
ど
皆
無
に
等
し
い
、
と
報
告
し
て
い
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
諸
他
の
感
官
で
は
事
情

は
な
お
さ
ら
酷
い
と
し
て
よ
か
ろ
う
。

　

五
六
、し
た
が
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
、感
受
と
想
像
表
象
と
で
は
対
象
が
別
々
で
あ
る
、と
言
う
。
だ
が
こ
の
言
い
方
は
、別
物

0

0

（anderes

）

が
表
象
さ
れ
る
と
し
て
も
実
は
同
じ
も
の
で
あ
る
よ
う
だ
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
。—

—

こ
の
異
議
が
出
る
な
ら
ば
、
別
物
が
表

象
さ
れ
る
の
は
、
一
方
［
の
想
像
表
象
］
で
は
非
本
来
的
な
表
象
作
用
が
働
い
て
い
る
か
ら
だ
、
と
答
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の

こ
と
が
わ
れ
わ
れ
を
非
本
来
的
表
象
作
用
（uneigentliches V

orstellen

）
な
る
概
念
へ
と
導
く（

120
）。

　
　

�

（
120
）Franz Brentano, D

ie Lehre vom
 richtigen U

rteil. Erster H
auptteil C., S. 62.

　

五
七
、
非
本
来
的
な
表
象
作
用
で
は
間
に
合
せ
の
当
座
用
表
象
（Surrogatvorstellung

）
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
表
象
は
、

肝
腎
要か

な
め
の
現
象
（Phänom

en

）
は
含
み
な
が
ら
も
こ
れ
を
諸
他
契
機
と
概
念
的
に
結
付
け
て
の
こ
と
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
こ
こ
に
は

本
来
的
（
直
観
的
）
要
素
が
皆
無
で
あ
る
か
で
あ
る
。
こ
の
事
態
は
非
本
来
的
表
象
作
用
の
こ
と
と
し
て
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
が
よ

く
理
解
し
て
い
た
。
表
象
と
呼
名
と
が
連
想
で
結
ば
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
た
だ
の
呼
名
で
す
ら
本
来
的
表
象
の
代
り
に
入
り
込
め
る
。

こ
の
と
き
、
想
像
表
象
と
呼
べ
る
で
あ
ろ
う
も
の
が
成
立
す
る
。
こ
こ
に
は
以
下
の
こ
と
も
含
ま
れ
る—

—
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一
、
非
本
来
的
に
表
象
さ
れ
る
も
の
を
思
描
く
本
来
的
表
象
は
、
狭
い
意
味
で
の
直
観
で
あ
る
か
、
も
し
く
は
多
数
の
直
観
か
ら
合

成
さ
れ
る
か
で
あ
る
（
例
え
ば
一
連
の
継
時
的
直
観
、
も
し
く
は
一
束
の
同
時
的
直
観
で
あ
ろ
う
）。

　

二
、
非
本
来
的
表
象
が
成
立
す
る
の
は
主
と
し
て
、
本
来
的
表
象
に
大
体
の
と
こ
ろ
相
似
的
（ähnlich

）
な
直
観
を
介
し
て
の
こ
と

（
合
成
さ
れ
た
表
象
で
肝
要
な
の
は
具
象
的
一
体
と
な
っ
て
い
る
多
く
の
相
似
的
契
機
で
あ
る
）。
例
え
ば
私
は
、
白
い
四
角
の
直
観
を
も
て
ば
こ
そ

想
像
（Phantasie
）
裡
に
赤
い
四
角
を
思
描
く
［vorstellen 

表
象
す
る
］。

　

こ
の
見
方
に
は
恐
ら
く
、想
像
表
象
に
入
ら
ぬ
概
念
と
対
立
す
る
想
像
表
象
の
部ク

ラ
ス類
と
い
う
区
画
は
鋭
さ
に
欠
け
て
消
え
て
し
ま
う
、

と
注
意
が
出
る
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
否
め
な
い
が
、
ど
う
し
て
反
論
に
ま
で
高
ま
ろ
う
か
。
し
か
も
相
手
は
、
想
像
表
象
の

呼
名
が
普
通
に
用
い
ら
れ
る
領
域
を
述
べ
て
い
る
だ
け
の
わ
れ
わ
れ
で
な
い
か
。
そ
し
て
事
実
、
大
方
の
想
像
表
象
は
直
観
で
な
く
、

直
観
を
核
と
す
る
概
念
（Begriff m

it anschaulichem
 K

ern

）
な
の
で
あ
る（

121
）。

　
　

�

（
121
）
こ
こ
に
手
稿
原
文
で
は
本
書
に
お
け
る
よ
り
も
長
く
、
右
の
定
義
か
ら
外
れ
る
種
々
の
見
解
の
説
明
（S. 353-359

）
が
続
く
。
大

部
分
が
既
述
文
章
の
繰
返
し
と
な
る
ゆ
え
に
、
こ
の
箇
所
を
本
書
で
は
省
い
た
。

　

と
に
か
く
想
像
表
象
と
い
う
呼
名
を
右
の
ご
と
き
非
本
来
的
表
象
に
用
い
た
世
俗
の
人
々
は
、
真
の
本
性
は
何
も
知
ら
ぬ
見
掛
け
の

姿
に
当
の
呼
名
を
与
え
て
き
た
。
き
わ
め
て
広
い
領
域
が
問
題
と
な
り
、他
人
の
心
的
現
象
（Phänom

en

）
が
加
わ
る
事
例
を
見
れ
ば
、

こ
の
領
域
は
さ
ら
に
拡
大
す
る
。
だ
が
本
来
的
意
味
に
お
け
る
他
者
の
個
別
態
［
個
性
］（frem

de Individualität

）
を
表
象
す
る
こ
と

は
不
可
能
な
の
で
あ
る
。
他
者
の
個
別
態
を
表
象
す
る
こ
と
は
、
た
だ
自
分
自
身
の
個
別
態
［
個
性
］（eigene Individualität

）
つ
ま
り

自
分
自
身
の
心
的
現
象
（Phänom

en

）
を
通
っ
て
の
回
り
道
で
し
か
可
能
で
な
い
。
こ
れ
が
成
る
と
き
わ
れ
わ
れ
は
、
例
え
ば
誰
か
と

の
相
談
で
の
想
像
表
象
と
か
、
物
語
や
歴
史
や
文
芸
に
お
い
て
の
想
像
表
象
と
か
、
身
振
り
や
画
面
な
ど
を
見
て
の
想
像
表
象
に
つ
い



56

細井　雄介

て
語
っ
て
い
る
。
他
者
の
と
相
似
る
自
分
自
身
の
心
的
現
象
の
核
心
な
る
直
観
（anschaulicher K

ern

）
が
何
ら
か
の
抽
象
や
概
念
的

確
定
を
探
り
出
す
（erfahren 

経
験
す
る
）
の
で
あ
る
。
こ
の
例
は
う
れ
し
い
こ
と
に
、
わ
れ
わ
れ
が
さ
き
の
観
察
で
得
た
見
方
を
確
め

て
く
れ
る
。
ま
た
、
さ
き
に
は
別
の
見
方
を
望
ん
だ
人
も
、
今
度
は
わ
れ
わ
れ
と
同
じ
説
明
を
取
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
な
ら
ば
、

い
つ
で
も
同
じ
仕
方
で
行
く
方
が
よ
い
の
で
な
い
か
。

　

し
か
も
領
域
は
さ
ら
に
拡
が
る
。
確
か
に
自
分
自
身
の
心
的
現
象
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
い
ま
は
こ
れ
が
現
前
せ
ず
、
し
た

が
っ
て
（
例
え
ば
こ
れ
を
考
え
た
り
望
ん
だ
り
す
れ
ば
快
や
苦
痛
の
感
情
が
湧
く
、
ほ
ど
に
は
）
現
実
的
（w

irklich

）
で
な
い
、
と
い
う
事
例
を

見
て
み
よ
う
。
こ
の
例
は
い
ま
し
が
た
述
べ
た
例
と
全
く
同
様
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
な
れ
ば
自
分
の
過
去
や
未
来
の
心
的

現
象
の
こ
と
で
も
、
表
象
さ
れ
る
の
は
、
他
者
の
心
的
現
象
に
つ
い
て
い
つ
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
し
ば
し
ば
非
本
来
的
な
仕
方
に
お

い
て
で
あ
る
こ
と
に
、
何
ら
疑
問
の
余
地
は
な
い
。

　

未
来
の
心
的
現
象
が
扱
わ
れ
、総
じ
て
未
来
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
と
き
に
は
、さ
ら
に
、遠
い
過
去
の
何
か
が
出
て
く
る
と
き
に
も
、

い
つ
も
同
じ
具
合
で
な
い
か
。
出
易
い
疑
問
だ
が
、
こ
う
し
た
疑
問
の
す
べ
て
に
立
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
大
事
な
の
は
見
損
じ
の

こ
と
、
直
観
的
に
し
て
本
来
的
で
あ
る
と
思
っ
て
い
た
表
象
が
、
精
確
に
見
れ
ば
非
直
観
的
に
し
て
非
本
来
的
で
あ
る
と
い
う
、
当
の

表
象
の
真
の
本
性
を
見
損
じ
て
き
た
誤
認
の
こ
と
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
想
像
表
象
と
言
わ
れ
て
き
た
表
象
は
全
部
、
す
で
に
早
く
わ
れ
わ
れ
の
注
意
し
た
関
係
、
直
観
的
表
象
へ
の
二
重
の

親
近
（verw
andschaftlich

）
関
係
を
も
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち—

—

　
ａ
．
非
本
来
的
に
表
象
さ
れ
る
も
の
を
思
う
本
来
的
表
象
は
、
狭
い
意
味
に
お
け
る
直
観
的
表
象
で
あ
る
。

　

ｂ
．
想
像
表
象
は
い
わ
ば
核
心
な
る
直
観
（anschaulicher K

ern 

直
観
的
核
心
）
を
も
つ
。
言
い
か
え
る
と
想
像
表
象
は
直
観
へ
と
近

付
い
て
ゆ
く
。
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五
八
、
総
括
す
れ
ば
以
下
の
ご
と
く
言
え
る—

—
　

一
、
伝
統
的
概
念
に
よ
れ
ば
確
か
に
知
覚
表
象
で
な
い
が
、
し
か
し
想
像
表
象
は
知
覚
表
象
に
相
似
（ähnlich

）
の
も
の
と
す
べ
き

表
象
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
見
出
し
た
。
こ
の
相
似
性
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
、
そ
れ
だ
け
多
く
想
像
表
象
は
話

題
と
な
る
。

　

二
、
け
れ
ど
も
想
像
表
象
と
い
う
呼
名
が
し
ば
し
ば
こ
の
概
念
と
合
わ
な
い
範
囲
で
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
明
か
に
な
っ
た
。
す

な
わ
ち
本
来
は
そ
う
で
な
か
っ
た
も
の
を
知
覚
表
象
と
思
っ
た
こ
と
で
、
何
ら
か
の
現
出
（Erscheinung 

出
来
事
の
外
見
）
の
本
性
に

つ
い
て
思
違
い
を
犯
し
た
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
格
別
い
わ
ゆ
る
外
的
知
覚
に
つ
い
て
言
え
る
。

　

三
、
さ
ら
に
、
何
ら
か
の
表
象
を
直
観
的
に
し
て
本
来
的
な
表
象
で
あ
ろ
う
と
信
じ
た
の
に
、
こ
れ
が
実
は
非
直
観
的
で
非
本
来
的

な
表
象
で
あ
っ
た
こ
と
で
、
こ
こ
で
も
思
違
い
を
犯
し
た
。
例
と
し
て
は
、
完
全
な
幻
覚
の
こ
と
な
ら
ぬ
普
通
の
想
像
表
象
で
あ
り
、

他
者
の
心
的
現
象
を
思
う
表
象
で
あ
り
、
ま
た
自
分
自
身
の
心
的
現
象
で
も
、
と
り
わ
け
未
来
や
過
去
の
心
的
現
象
を
思
う
表
象
で
あ

る
。

　

五
九
、
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
事
況
の
も
と
で
何
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
ど
の
よ
う
に
想
像
表
象
（Phantasievorstellung

）
の
呼
名
を

用
い
れ
ば
よ
い
の
か
。

　

呼
名
の
古
い
適
用
領
域
は
で
き
る
だ
け
手
放
す
ま
い
と
努
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
古
い
概
念
は
棄
て
る
か
、
そ
れ
と
も
古
い
概
念
に
な

お
幾
つ
か
規
定
を
付
加
え
る
こ
と
に
な
る
の
は
明
か
で
あ
る
。
だ
が
規
定
を
付
加
え
る
と
「
想
像
（Phantasie

）」（
想
像
表
象
）
の
呼
名

は
多
義
的
（äquivok

）
に
曖
昧
と
な
ろ
う
。

　

想
像
に
算
え
ら
れ
た
も
の
全
体
は
二
群
を
包
括
す
る—

—

一
、
内
的
知
覚
に
関
係
付
け
ら
れ
た
表
象
と
、
二
、
外
的
知
覚
に
関
係
付
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け
ら
れ
た
表
象
と
で
あ
る
。
第
一
群
は
下
位
の
二
群
を
含
ん
で
い
る—

—

内
的
記
憶
（Gedächtnis

）
の
直
観
的
表
象
と
、
心
的
現
象

を
現
在
的
か
過
去
的
か
未
来
的
と
み
て
、
直
観
に
近
付
い
て
ゆ
く
非
直
観
的
で
非
本
来
的
な
表
象
と
で
あ
る
。

　

第
二
群
は
下
位
の
三
群
を
も
っ
て
い
る—

—

ａ
．
心
的
な
る
も
の
の
直
観
的
で
主
観
的
な
感
受
表
象
（
幻
覚H

alluzination 

残
留
感
覚 

N
achem

pfindung

）、
ｂ
．
直
観
的
な
外
的
記
憶
表
象
（äu㌼ere Gedächtnisvorstellung

）、
ｃ
．
心
的
現
象
を
現
在
的
か
過
去
的
か
未
来

的
と
み
て
、
直
観
に
近
付
い
て
ゆ
く
非
直
観
的
で
非
本
来
的
な
表
象
。

　

だ
が
大
別
し
た
第
一
群
と
第
二
群
と
を
鋭
く
別
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
両
群
そ
れ
ぞ
れ
で
分
た
れ
る
下
位
群
に
と
っ
て
も
、
存

立
す
る
の
は
た
だ
、
溶
暗
的
に
消
え
て
し
ま
う
極
め
て
曖
昧
な
一
般
概
念
だ
け
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
部ク

ラ
ス類
が
異
な
れ
ば
「
相
似
性

（Ä
hnlichkeit

）」
の
指
す
本
性
（N

atur

）
が
別
々
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
外
へ
向
け
て
は
、
な
お
も
想
像
表
象
の
概
念
と
呼
べ

る
と
こ
ろ
と
、
も
は
や
想
像
表
象
と
呼
べ
な
い
と
こ
ろ
と
に
精
確
な
限
界
を
告
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
溶
暗
的
に
消
え

て
し
ま
う
在
り
方
は
、
心
的
現
象
の
、
外
的
知
覚
表
象
に
算
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
直
観
的
表
象
を
全
部
は
想
像
表
象
に
し
た
く
な
い

の
で
あ
れ
ば
、
主
観
的
な
感
受
に
お
い
て
も
生
じ
る
で
あ
ろ
う
。
だ
が
い
ず
れ
に
せ
よ
区
別
す
る
こ
と
は
、
秩
序
保
全
の
た
め
に
は
よ

い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

だ
が
こ
れ
で
は
ま
だ
難
事
が
片
付
い
た
こ
と
に
な
ら
な
い
。
部ク

ラ
ス類
の
多
義
的
曖
昧
さ
と
特
殊
態
と
を
簡
単
に
見
定
め
た
か
ら
に
は
、

想
像
表
象
の
真
な
る
概
念
の
も
と
に
、
わ
れ
わ
れ
が
部
分
的
に
は
妥
当
と
見
た
し
、
そ
れ
ゆ
え
古
来
使
用
の
呼
名
に
お
い
て
も
範
囲
に

お
い
て
も
真
な
る
概
念
と
仲
間
に
な
れ
る
概
念
あ
れ
こ
れ
を
立
て
る
が
よ
い
の
か
。
そ
れ
と
も
想
像
な
る
呼
名
の
使
用
を
あ
れ
か
こ
れ

か
の
領
域
に
限
定
す
る
が
よ
い
の
か
。
だ
が
限
定
す
る
な
ら
ば
、
い
か
な
る
領
域
に
か
。

　
α
．
古
い
概
念
し
か
本
当
は
合
わ
な
い
領
域
に
か
。
と
な
れ
ば
、
内
的
記
憶
直
観
（Gedächtnisanschauung

）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

だ
が
こ
の
扱
い
は
ほ
と
ん
ど
推
薦
に
値
し
な
い
。
内
的
記
憶
直
観
に
つ
い
て
は
特
に
、こ
れ
が
少
し
も
話
題
と
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
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お
よ
そ
誰
が
「
想
像
（Phantasie

）」
と
言
わ
れ
て
内
的
記
憶
直
観
を
思
う
で
あ
ろ
う
か
。

　
β
．
も
し
か
す
る
と
、
あ
ら
ゆ
る
記
憶
直
観
に
か
。
こ
れ
ま
た
ほ
と
ん
ど
推
薦
に
値
し
な
い
。

　
γ
．
主
観
的
な
感
受
に
か
。
こ
れ
も
す
で
に
片
付
け
て
あ
る
。
し
か
も
一
方
で
こ
れ
ま
で
想
像
表
象
と
目
さ
れ
て
き
た
現
出
の
大
方

が
排
除
さ
れ
た
の
に
、
他
方
で
想
像
表
象
に
は
原
則
と
し
て
算
え
ら
れ
な
い
現
出
の
多
く
が
編
入
さ
れ
る
と
は
、
手
違
い
で
あ
ろ
う
。

　

δ
．
よ
り
よ
い
の
は
確
か
に
、
最
大
限
に
流
布
し
て
普
遍
的
承
認
を
得
て
い
る
群
だ
け
を
取
出
す
仕
方
で
扱
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

と
き
行
着
く
の
は
以
下
の
規
定
で
あ
ろ
う—

—

想
像
表
象
と
は
直
観
的
表
象
に
近
付
い
て
ゆ
く
非
直
観
的
も
し
く
は
非
本
来
的
な
表
象

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
こ
と
で
あ
る

0

0

0

0

0

0

。（
こ
こ
で
は
第
一
群
の
第
二
部ク
ラ
ス類
と
第
二
群
の
第
三
部ク
ラ
ス類
と
を
一
纏
め
に
し
て
あ
る
。）
当
然
な
が
ら
両
表
象
の
境
界
は
溶
暗
的

に
消
え
て
し
ま
う
。
さ
ら
に
言
添
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
が
、
想
像
表
象
が
格
別
な
話
題
と
な
る
の
は
、
知
覚
表
象
へ
の
近
接
が
甚
し

く
な
っ
て
、
何
ら
か
の
分
析
と
か
何
ら
か
の
作
用
と
か
何
ら
か
の
美
的
経
験
ま
で
も
が
、
直
観
的
表
象
に
結
ば
れ
る
の
と
相
似
る
仕
方

で
想
像
表
象
に
結
ば
れ
る
ば
あ
い
で
あ
る
。
無
論
こ
の
ば
あ
い
で
も
双
方
の
境
界
は
ま
だ
消
え
て
い
な
い
が
、
消
え
て
し
ま
う
の
は
事

柄
の
本
性
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
想
像
の
語
が
用
い
ら
れ
て
き
た
古
来
の
最
も
重
要
な
群
は
こ
こ
に
あ
る
。

　

あ
る
い
は
別
の
策
を
取
り
、
も
し
か
す
る
と
各
群
の
系
統
発
生
史
（Genesis

）
を
区
別
決
定
の
目
印
と
し
て
取
出
す
の
が
よ
い
か
。

し
か
し
こ
の
策
で
も
ほ
と
ん
ど
克
服
で
き
な
い
困
難
が
生
じ
る
。
こ
う
し
て
や
は
り
先
述
の
事
柄
以
外
に
は
何
ひ
と
つ
残
ら
な
い
と
思

わ
れ
る
。
そ
し
て
当
然
そ
の
と
き
迫
っ
て
く
る
の
は
、
真
の
意
義
を
も
つ
想
像
な
る
術
語
が
本
当
に
あ
る
の
か
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。

こ
の
術
語
は
境
界
が
鋭
く
な
い
し
、「
直
観
」
や
「
概
念
」
な
る
術
語
ほ
ど
に
は
重
要
で
な
い
と
も
見
え
る
の
で
あ
る
。
だ
が
す
で
に

理
論
的
学
科
（Fach

）
で
は
想
像
お
よ
び
想
像
表
象
は
扱
う
べ
き
事
柄
で
な
く
、
扱
っ
て
遥
か
に
大
き
な
価
値
が
あ
る
の
は
実
践
的
分

科
（D

isziplin

）
に
と
っ
て
の
こ
と
、
わ
け
て
も
美
学
（Ä

sthetik

）
に
と
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。

　

わ
れ
わ
れ
の
研
究
の
帰
結
は
、
想
像
表
象
に
つ
い
て
の
固
有
独
自
の
教
説
は
存
在
し
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
定
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義
に
よ
れ
ば
、
想
像
表
象
は
一
部
は
直
観
の
領
域
に
入
り
、
一
部
は
概
念
の
領
域
に
入
る
。
両
領
域
双
方
に
と
っ
て
大
切
な
の
は
、
ま

ず
現
出
（Erscheinung

出
来
事
の
外
見
）
を
で
き
る
限
り
精
確
に
書
き
記
す
べ
き
こ
と
（
記
述
的
考
察deskriptive Betrachtung

）、
そ
の

あ
と
で
当
の
現
出
の
成
立
お
よ
び
経
過
の
究
明
（
系
統
発
生
史
的
考
察genetische Betrachtung

）
を
試
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
双
つ
は
心
理
学
の
本
題
で
あ
っ
て
、
た
だ
い
ま
の
講
義
と
の
関
連
で
は
、
こ
れ
以
上
に
立
入
っ
て
扱
う
こ
と
が
で
き
な

い（
122
）。

　
　

�

（
122
）想
像
お
よ
び
い
わ
ゆ
る
想
像
表
象
に
つ
い
て
の
研
究（
三
三—

五
八
）は
、再
度
ま
と
め
て
述
べ
た
い
が
、個
々
の
部
分
で
大
幅
に
短
縮
、

し
か
も
諸
他
研
究
者
の
教
説
が
討
究
さ
れ
、
こ
れ
へ
の
批
判
的
意
見
を
表
明
す
る
箇
所
で
短
縮
し
て
あ
る
。
こ
の
処
置
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
見

方
へ
の
関
心
、
す
な
わ
ち
歴
史
的
問
題
へ
の
関
心
が
、
も
は
や
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
が
講
義
を
行
っ
た
当
時
ほ
ど
に
は
大
き
く
な
い
か
ら
で
あ

る
。
短
縮
に
つ
い
て
の
明
細
は
そ
れ
ぞ
れ
の
注
記
箇
所
で
報
告
し
て
あ
る
。

　
　

�　

わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
何
よ
り
も
関
心
が
あ
る
の
は
、
比
較
に
よ
る
分
析
に
も
と
づ
い
て
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
が
得
た
結
論
で
あ
る
。
個
々
別
々

の
見
解
に
ど
れ
ほ
ど
相
違
が
あ
ろ
う
と
も
、
何
が
し
か
の
共
通
点

0

0

0

（Gem
einsam

keiten

）
を
見
出
す
こ
と
に
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
成
功
し
た

の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
共
通
点
が
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
を
下
記
の
定
義
へ
導
い
て
い
る—

—

想
像
表
象
と
は
非
直
観
的
も
し
く
は
非
本
来
的
な
表

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

象
で
あ
る
け
れ
ど
も
直
観
的
表
象
へ
と
近
付
い
て
ゆ
く
表
象
の
こ
と
で
あ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
さ
よ
う
、
想
像
表
象
が
と
り
わ
け
話
題
と
な
る
の
は
、
近
付

き
方
が
甚
し
く
な
っ
て
「
何
ら
か
の
分
析
と
か
、
何
ら
か
の
作
用
と
か
、
何
ら
か
の
美
的
経
験
ま
で
も
が
、
直
観
的
表
象
に
結
ば
れ
る
の
と

相
似
る
仕
方
で
想
像
表
象
に
結
ば
れ
る
ば
あ
い
で
あ
る
」。
と
い
う
こ
と
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
直
観
と
想
像
表
象
と
の
区
別
が
溶
暗
的
に

消
え
る
こ
と
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
想
像
に
つ
い
て
の
教
説
は
、
一
部
は
直
観
の
領
域
に
入
り
、
一
部
は
概
念
の
領
域
に
入
る
。
両
領
域
は

双
方
と
も
心
理
学
に
帰
属
す
る
。

　
　

�　

ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
見
方
に
よ
れ
ば
、
芸
術
的
創
造
作
用
（Schaffen

）
の
前
提
た
る
美
し
い

0

0

0

（schön

）
表
象

0

0

を
呼
出
す
（
別
言
す
れ
ば
、
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性
格
は
正
し
い
と
さ
れ
る
愛
を
以
て
愛
す
る
こ
と
の
で
き
る
表
象
を
生
む
、
さ
ら
に
言
直
せ
ば
、
高
度
の
喜
悦
や
満
足
を
呼
出
す
か
呼
出
せ
る
表
象
を

生
む
）
ゆ
え
に
、
想
像
活
動
（Phantasietätigkeit

）
は
美
学
（Ä

sthetik

）
に
と
っ
て
根
柢
を
成
す
重
要
事
な
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
研
究

に
ま
こ
と
に
大
き
な
重
要
性
を
与
え
て
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
が
手
稿
原
文
の
多
量
な
頁
（O

riginalm
anuskript Ⅱ

, S. 141-371

）
を
捧
げ
た
こ

と
は
理
解
で
き
る
。

　
　

�　

こ
の
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
見
方
は
、
芸
術
的
創
造
作
用
（Schaffen

）
の
前
提
を
語
る
新
来
の
教
説
群
、
わ
け
て
も
ブ
リ
ッ
チ
ュ
の
理
論
と

合
致
す
る
（Gustav A

dolf Britsch, 1879-1923. T
heorie der bildenden K

unst. 2. A
uflage, 1930

）。
ブ
リ
ッ
チ
ュ
に
よ
れ
ば
、
造
形
芸

術
の
領
域
に
お
け
る
芸
術
的
営
為
の
成
立
条
件
は
、
視
覚
の
往
昔
の
直
観
（
体
験 Erlebnis

）
に
手
を
加
え
る
概
念
的
加
工

0

0

0

0

0

（begriffliche 

V
erarbeitung

）
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
仕
方
で
の
み
創
造
者
の
精
神
内
に
新
た
な
形
式

0

0

0

0

0

（Form

）、
新
た
な
形
態

0

0

0

0

0

（Gestalt

）
の
成
立
が

可
能
で
あ
り
、
こ
う
し
た
形
式
や
形
態
に
創
造
者
は
表
出
（A

usdruck

）
を
与
え
よ
う
と
試
み
る
。
こ
の
よ
う
な
形
式
は
「
自
然
の
焼
直
し

（N
aturabklatsch 

自
然
模
造
）」
な
ら
ぬ
新
創
造
（N

euschöpfung

）
だ
が
、
し
か
し
先
行
せ
る
往
昔
の
直
観
の
本
質
的
特
徴
を
含
ん
で
い

て
、
意
識
内
の
直
観
像

0

0

0

0

0

0

0

（anschauliches Bild
）
と
し
て
成
立
す
る
形
式
で
あ
る
。
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
が
「
非
直
観
的
も
し
く
は
非
本
来
的
な

表
象
」
と
語
っ
て
表
し
て
い
る
の
は
、
編
者
の
私
が
思
う
に
、
か
か
る
表
象
は
先
行
す
る
往
昔
の
直
観
と
、
完
全
に
は
合
致
し
な
い
が
、
し

か
し
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
強
調
す
る
よ
う
に
、
多
か
れ
少
か
れ
当
初
の
直
観
的
表
象
に
近
付
い
て
ゆ
く
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
取
り
も
直
さ

ず
、
か
か
る
表
象
に
は
直
観
の
性
格
と
言
え
る
徴
標
が
付
い
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
か
か
る
表
象
を
述
べ
る
に
は
「
直
観
的
概
念

（anschaulicher Begriff

）」
こ
そ
が
最
も
適
切
な
語
で
あ
る
と
し
て
よ
か
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　

付
記

　
　
　
　
　
　

�　

締
切
日
な
し
で
は
書
け
な
い
よ
、
と
い
つ
も
の
嘆
き
が
会
席
で
洩
れ
た
。
ふ
と
思
立
ち
診
て
い
た
だ
け
る
か
と
願
う
や
、
い
い
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よ
、
の
即
答
で
あ
る
。
第
一
便
は
二
〇
一
四
年
五
月
二
十
一
日
、
や
が
て
毎
月
末
が
締
切
日
と
な
っ
て
最
終
便
は
二
〇
一
六
年
九

月
二
十
三
日
、
こ
う
し
て
全
文
の
粗
稿
が
成
っ
た
。
う
る
さ
く
御
迷
惑
な
こ
と
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
こ
の
翻
訳
は
杉
野
正
教

授
の
御
好
意
の
賜
物
で
あ
る
。
畏
い
先
輩
を
親
し
く
戴
く
こ
と
の
で
き
た
幸
を
思
い
、
御
寛
容
の
ほ
ど
に
心
か
ら
の
感
謝
を
捧
げ

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇
二
〇
年
九
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

訳
者

　
『
美
学
綱
要
（Grundzüge der Ä

sthetik

）』（
一
九
五
九
年
）

　
　

内
容
概
観
（Inhaltsübersicht

）　
［
承
前
］

一　

心
理
学
お
よ
び
美
学
の
選
り
抜
き
の
疑
問

　

五
一
、�

知
覚
と
は
、
何
か
が
、
表
象
さ
れ
る
（
知
覚
さ
れ
る
）
何
か
が
あ
る
、
と
い
う
即
応
的
認
識
の
こ
と
で
あ
る
。
肯
定
す
る
明
証
的
判
断

で
あ
る
が
、
概
念
か
ら
納
得
さ
れ
る
判
断
で
は
な
く
、
経
験
認
識
た
る
判
断
で
あ
る
。
向
う
と
こ
ろ
は
特
定
の
（
個
的
な
）
実
在
的
対

象
で
あ
る
。

　

五
二
、�

と
な
れ
ば
知
覚
表
象
は
知
覚
の
基
底
を
成
す
表
象
で
あ
る
。
内
的
知
覚
だ
け
が
知
覚
の
名
に
値
す
る
の
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
外
的
知
覚

は
即
応
的
認
識
で
な
い
。
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五
三
、
し
た
が
っ
て
想
像
表
象
と
い
う
概
念
は
、
首
尾
一
貫
せ
る
同
族
概
念
と
し
て
改
造
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

五
四
─�

五
五
、
知
覚
表
象
と
想
像
表
象
と
を
区
別
さ
せ
る
判
定
基
準
の
樹
立
に
努
め
た
従
来
の
試
み
は
、
ほ
と
ん
ど
満
足
で
き
る
も
の
で
な
い

―
―
こ
の
こ
と
が
個
々
に
詳
し
く
示
さ
れ
る
。

　

五
六
、�
知
覚
表
象
と
想
像
表
象
と
は
双
方
の
対
象
の
点
で
異
な
る
。
す
な
わ
ち
知
覚
表
象
と
想
像
表
象
と
の
あ
い
だ
に
相
似
性
は
確
か
に
あ
る

も
の
の
、
こ
の
相
似
性
は
し
ば
し
ば
乏
し
い
。

　

五
七
、
想
像
表
象
と
は
取
り
も
直
さ
ず
非
本
来
的
表
象
作
用
な
の
で
あ
る
。

　

五
八
、�

非
本
来
的
表
象
は
、
諸
他
の
契
機
と
結
ば
れ
た
然
る
べ
き
直
観
的
現
象
を
含
ん
で
い
る
か
、
直
観
的
要
素
が
全
然
な
い
か
、
の
い
ず
れ

か
で
あ
る
。

　

五
九
、�

一
般
に
想
像
表
象
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
表
象
群
を
調
べ
る
と
以
下
の
定
義
が
生
じ
る
―
―
想
像
表
象
と
は
、
直
観
的
表
象
に
近
似

す
る
非
本
来
的
表
象
の
こ
と
で
あ
る
。
無
論
こ
の
概
念
規
定
は
鋭
さ
を
欠
い
て
い
る
。
近
似
の
程
度
が
無
規
定
の
ま
ま
だ
か
ら
で
あ
る
。

想
像
表
象
に
つ
い
て
の
教
説
は
、
あ
る
部
分
は
直
観
の
領
域
に
属
し
、
あ
る
部
分
は
概
念
の
領
域
に
属
し
て
、
い
ず
れ
に
せ
よ
心
理
学

に
帰
属
す
る
。
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編
者
の
序
言
（
一
九
五
七
年
）（
承
前
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

フ
ラ
ン
ツ
ィ
ス
カ
・
マ
イ
ヤ
ー
＝
ヒ
レ
ブ
ラ
ン
ト

　

本
書
の
第
二
部
に
は
、美
し
い
も
の
［

0

0

0

0

00

美0

］
の
概
念
規
定

0

0

0

0

0

0

と
表
象
の
価
値
関
係

0

0

0

0

0

0

0

と
へ
向
う
専
門
的
考
究
論
文
を
一
緒
に
纏
め
て
あ
る
。

双
方
へ
向
け
て
の
疑
問
は
極
め
て
密
接
に
連
関
す
る
の
で
あ
る
。

　

す
で
に
述
べ
た
が
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
に
よ
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
に
は
美
し
い
も
の
を
即
応
的
洞
観
で
把
捉
で
き
る
力
が
あ
る
。
そ
れ
で
は

何
が
美
し
い
の
か
。
い
か
な
る
表
象
に
も
何
ら
か
の
価
値
あ
り
と
す
る
の
は
正
し
い
と
し
て
も
、
表
象
が
い
ず
れ
も
す
べ
て
美
し
い
と

は
言
わ
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
先
述
の
ご
と
く
、
世
に
は
価
値
の
ま
こ
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
表
象
が
存
在
す
る
が
、
な
か
で
美
し
い
と
呼
慣

わ
し
て
い
る
の
は
た
だ
飛
抜
け
て
価
値
あ
る
表
象
だ
け
で
あ
っ
て
、（
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
意
味
で
）
よ
り
詳
し
く
言
直
せ
ば
、
美
し
い
の
は
、

た
だ
愛
ら
し
い
（liebensw

ert 

可
愛
い
）
と
認
め
ら
れ
る
ば
か
り
か
実
際
に
も
気
に
入
ら
れ
る
（gefallen

）
表
象
で
あ
る
。
し
か
も
こ

う
し
た
表
象
に
は
、
た
だ
の
全
般
的
な
満
足
だ
け
で
な
く
特
殊
的
な
高
度
の
満
足
を
も
呼
起
せ
る
ほ
ど
に
多
大
な
価
値
が
具
わ
っ
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

比
べ
る
と
大
き
な
善
は
小
な
る
善
よ
り
常
に
勝
れ
て
い
る
か
ら
に
は
、
性
格
は
正
し
い
と
さ
れ
比
べ
て
大
き
な
満
足
の
向
う
表
象
の

方
が
い
つ
で
も
優
位
と
な
る
。
そ
の
さ
い
表
象
の
価
値
に
つ
い
て
何
ら
か
の
普
遍
的
法
則
が
立
て
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
よ
り
大
き
な
充

実
と
多
様
性
あ
る
表
象
は
即
自
的
に
も
対
自
的
に
も
価
値
が
大
き
く
、
心
的
な
る
も
の
の
表
象
の
方
が
物
的
な
る
も
の
の
表
象
よ
り
も

勝
れ
、
本
来
的
表
象
の
方
が
非
本
来
的
表
象
よ
り
も
、
直
観
的
表
象
の
方
が
非
直
観
的
表
象
よ
り
も
勝
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
纏
め

る
と
、
よ
り
よ
き
も
の
（
よ
り
可
愛
ら
し
い
も
の
）
の
表
象
の
方
が
よ
き
こ
と
劣
れ
る
も
の
の
表
象
よ
り
も
価
値
が
大
き
い
の
で
あ
る
。

　

だ
が
、
こ
れ
で
表
象
の
価
値
の
判
定
基
準
を
論
じ
尽
し
た
と
す
る
つ
も
り
は
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
に
な
く
、
た
だ
一
定
の
方
向
を
示
し
た
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だ
け
、
ど
の
よ
う
に
拡
充
す
る
か
は
あ
く
ま
で
意
中
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
し
て
よ
か
ろ
う
。
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
に
と
っ
て
は
何
よ
り
も
、

積
載
能
力
あ
る
基
底
を
美
学
の
た
め
に
も
築
く
こ
と
こ
そ
が
大
事
で
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
重
々
し
い
異
論
と
は
一
層
綿
密
に
取
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
美
し
い
（schön

）」
と
い
う
概
念
の
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
に

よ
る
定
義
が
鋭
さ
に
欠
け
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
。

　

い
か
な
る

0

0

0

0

表
象
作
用
も
そ
の
ま
ま
価
値
あ
り
（w

ertvoll

）
と
し
て
、
つ
ま
り
愛
ら
し
い
（liebensw

ert

）
と
し
て
捉
え
て
よ
い
が
、

美
し
い
（schön

）
の
は
よ
り
高
い
価
値
あ
る
表
象
作
用
だ
け
と
あ
ら
ば
、
当
の
、
よ
り
高
い
価
値
は
ど
こ
で
始
ま
る
の
か
、
こ
れ
が

問
題
と
な
る
―
―
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
示
唆
を
あ
ら
た
め
て
吟
味
し
た
い
。求
め
ら
れ
る
の
は
実
際
に

0

0

0

気
に
入
ら
れ
る
こ
と（tatsächliches

［Gefallen

］）
で
あ
り
、
し
か
も
高
度
に
満
足
さ
せ
ら
れ
る
こ
と

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（ein hohes M
aß an W

ohlgefallen

）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
双
つ
の
規
定
に

は
主
観
的
な
る
も
の
が
纏ま

つ

わ
る
。
だ
が
主
観
的
因
子
が
本
当
に
与
え
ら
れ
る
の
は
芸
術
作
品
査
定
の
と
き
と
思
わ
れ
る
。
芸
術
家
の
作

品
は
た
だ
当
の
芸
術
家
の
人
格
に
依
存
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
当
人
の
時
代
に
も
根
差
し
て
お
り
、
相
似
た
こ
と
が
追
体
験
す
る
者
に

つ
い
て
も
言
え
る
。
あ
る
芸
術
作
品
が
ひ
と
り
の
気
に
入
る
ど
こ
ろ
か
、
こ
の
人
を
深
々
と
魅
了
す
る
の
に
、
別
の
人
に
は
あ
く
ま
で

冷
や
か
で
、
嫌
な
代
物
と
顔
を
背
け
さ
せ
る
こ
と
す
ら
起
り
得
る
。
ミ
ュ
ラ
ー
＝
フ
ラ
イ
エ
ン
フ
ェ
ル
ス
（Richard M

üller-Freienfels, 

1882-1949

）
の
文
章
が
疑
い
な
く
当
嵌
る
の
で
あ
る
―
―
「
夜
中
の
見
張
り
に
と
っ
て
ゴ
ッ
ホ
の
絵
は
一
枚
の
染
み
だ
ら
け
の
亜
麻
布

で
あ
っ
て
芸
術
作
品
で
な
い
。
美
的
に
感
受
す
る
心
が
は
じ
め
て
亜
麻
布
を
芸
術
作
品
に
す
る
。
だ
が
美
的
に
感
受
す
る
人
も
決
し
て

皆
が
同
じ
で
は
な
い
ゆ
え
に
、
芸
術
作
品
は
心
的
対
象
と
し
て
決
し
て
精
確
に
同
じ
も
の
で
な
く
、
厳
格
に
見
れ
ば
、
一
箇
の
物
質
的

対
象
に
つ
い
て
は
人
々
の
数
ほ
ど
多
く
の
心
的
対
象
が
存
在
す
る
」（Psychologie der K

unst. 3 Bände. Band I, S. 27.

）。

　

い
か
な
る
表
象
作
用
に
も
価
値
あ
る
こ
と
は
認
識
可
能
（erkennbar

）
に
し
て
、
よ
り
勝
れ
た
も
の
は
よ
り
大
き
な
満
足
に
よ
っ
て

判
る
、
と
す
る
な
ら
ば
、
右
の
ご
と
き
主
観
性
を
排
除
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
答
は
当
の
「
認
識
可
能
」
の
語
を
重
ん
じ
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て
、
認
識
の
可
能
性
で
は
ま
だ
認
識
の
事
実
性
は
保
証
さ
れ
て
い
な
い
と
返
さ
れ
る
。
概
念
の
分
析
に
と
っ
て
も
個
人
的
体
験
に
と
っ

て
も
、
多
か
れ
少
か
れ
完
全
に
与
え
る
こ
と
の
で
き
る
一
定
の
前
提
条
件
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
わ
れ
わ
れ
は
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
と
と
も
に
、幾
つ
か
美
学
の
根
本
命
題
は
確
か
に
普
遍
的
か
つ
必
然
的
（apodiktisch 

必
証
的
）

と
し
て
納
得
で
き
る
も
の
の
、
し
か
し
在
庫
価
値
の
体
験
は
、
た
だ
現
有
高
に
間
違
い
な
い
と
の
断
言
的
性
格
を
具
え
て
い
る
だ
け
で
、

当
の
価
値
の
実
現
可
能
性
は
芸
術
家
や
芸
術
追
体
験
者
の
発
展
状
態
如
何
に
よ
る
、
と
い
う
結
論
に
達
す
る
。
言
い
か
え
る
と
、
表
象

の
把
捉
は
当
の
内
的
価
値
に
つ
い
て
は
可
変
的
事
情
に
依
存
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
成
果
は
、
ひ
と
目
で
は
恐
ら
く
幻
滅
も
の
で
あ
ろ
う
と
も
、
や
は
り
わ
れ
わ
れ
の
経
験
と
合
致
す
る
し
、
芸
術
作
品
の
評
価
に

見
ら
れ
る
種
々
さ
ま
ざ
ま
な
相
違
を
よ
く
説
明
で
き
る
。
そ
れ
ゆ
え
わ
れ
わ
れ
は
、「
美
し
い
（schön

）」
と
い
う
概
念
は
正
し
い
と

性
格
付
け
ら
れ
る
事
実
的
満
足
を
内
的
に
体
験
す
る
こ
と
か
ら
出
て
く
る
が
、
こ
の
よ
う
な
満
足
が
個
々
の
事
例
で
成
立
す
る
か
否
か

に
つ
い
て
は
確
実
な
こ
と
が
言
え
な
い
、
と
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
が
断
言
す
る
と
き
、
あ
く
ま
で
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
正
し
い
と
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
「
勝
れ
た
価
値
あ
る
表
象
（V

orstellung von überragendem
 W

ert

）」
な
る
言
葉
で
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
た
だ
、
具
体
的
事
例
で

は
何
か
の
表
象
に
高
い
満
足
の
向
う
こ
と
も
起
り
得
る
が
、
多
く
の
例
で
は
表
象
の
価
値
自
体
が
あ
ま
り
に
も
乏
し
く
て
全
然
気
付
か

れ
も
せ
ず
当
の
表
象
は
い
わ
ば
ど
う
で
も
よ
く
思
わ
れ
る
、
と
い
う
だ
け
の
こ
と
と
し
た
い
。
厭
（häßlich

）
な
表
象
と
呼
ば
れ
る
の

は
主
と
し
て
、
表
象
に
随
伴
す
る
出
来
事
や
連
想
さ
れ
る
作
用
へ
の
本
能
的
嫌
悪
（U

nlust

）
を
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
が
催
し
て
、
こ
の

表
象
が
気
持
好
さ
を
遥
か
に
越
え
る
気
持
悪
さ
を
引
起
す
と
き
で
あ
る
。

　

無
論
こ
の
よ
う
な
漸
次
的
価
値
段
階
は
論
理
学
や
倫
理
学
の
領
域
で
は
見
出
せ
な
い
。
明
証
的
（evident

）
な
る
も
の
、
つ
ま
り
正

し
い
と
認
識
（als richtig erkennbar

）
で
き
る
も
の
は
い
つ
で
も
「
真
（w

ahr
）」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
を
求
め
る
し
、
性
格
は
正
し
い
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と
さ
れ
る
愛
を
以
て
愛
し
得
る
も
の
は
「
善
（gut

）」
と
名
付
け
て
よ
い
。
し
か
し
こ
こ
で
も
明
証
的
に
認
識
可
能
な
る
も
の
す
べ
て

が
、
実
際
に
は
必
ず
し
も
明
証
（Evidenz

）
と
一
緒
に
は
認
識
さ
れ
な
い
し
、
そ
れ
ゆ
え
必
証
的
（apodiktisch

）
に
で
あ
れ
断
言
的

（assertorisch

）
に
で
あ
れ
明
証
的
な
認
識
作
用
に
つ
い
て
も
、
同
じ
よ
う
に
主
観
的
因
子
は
存
在
す
る
。
相
似
た
こ
と
は
情
動
の
体

験
作
用
に
も
言
え
て
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
良
心
の
迷
い
（irriges und zw

eifelndes Gew
issen 

迷
走
的
懐
疑
的
良
心
）
な
ど
存
在
し
な
い
こ

と
に
な
ろ
う
。

　

表
象
作
用
の
領
野
で
は
満
足
の
漸
次
的
差
異
に
よ
っ
て
対
立
の
ご
と
き
も
の
が
生
じ
る
か
に
見
え
る
。
美
し
い-

醜
い
、
と
い
う
呼

名
が
真-

偽
や
善-

悪
を
思
わ
せ
る
の
で
あ
る
。
だ
が
力
説
し
て
お
き
た
い
の
は
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
で
は
「
醜
い
（häßlich

）」
は
よ
り

乏
し
い
価
値
を
指
す
だ
け
で
あ
っ
て
、
決
し
て
「
偽
（falsch

）」
や
「
悪
（schlecht

）」
に
は
含
ま
れ
て
い
る
無
価
値
（U

nw
ert

）
を

指
し
て
は
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

芸
術
の
分
類
お
よ
び
芸
術
の
評
価
を
扱
う
本
書
第
三
部
で
は
、
と
り
わ
け
、
論
文
「
芸
術
の
分
類
に
向
け
て
（Zur K

lassifikation 

der K
ünste

）」
が
際
立
つ
。
前
半
で
は
感
官
を
視
覚
と
聴
覚
と
共
通
感
官
（
い
わ
ゆ
る
低
級
感
官
は
こ
こ
に
纏
め
ら
れ
る
）
と
に
別
け
る
分

類
が
示
さ
れ
る
。
分
類
基
準
と
し
て
は
明
快
性
（H

elligkeit

）
と
暗
昧
性
（D

unkelheit

）
な
る
奇
妙
な
対
立
が
動
員
さ
れ
る
。
ブ
レ
ン

タ
ー
ノ
に
よ
れ
ば
、
同
じ
か
相
似
る
だ
け
の
感
官
で
明
る
い
と
呼
べ
る
か
暗
い
と
呼
べ
る
か
に
よ
っ
て
品
質
の
部
類
は
一
と
な
る
か
多

と
な
る
か
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
今
日
大
方
の
感
官
心
理
学
者
は
、
感
官
品
質
の
部
類
は
さ
ら
に
多
く
を
区
別
し
な
け
れ
ば
な
る
ま

い
、
と
の
立
場
を
取
っ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
見
方
の
相
違
に
詳
し
く
立
入
る
必
要
は
な
い
。
と
い
う
の
も
こ
こ
で
大
切
な
芸
術
の
分
類

で
は
基
礎
と
し
て
別
箇
の
原
理
を
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
が
据
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
目
に
向
う
芸
術
と
耳
に
入
る
芸
術
と
は
確
か
に
は
っ

き
り
と
区
別
で
き
る
が
、
低
級
感
官
（Gem

einsinn 

共
通
感
官
）
に
よ
っ
て
伝
わ
る
と
い
う
よ
う
な
芸
術
は
な
い
し
、
芸
術
で
の
低
級

感
官
の
協
力
は
た
だ
間
接
的
に
で
し
か
な
い
。
諸
芸
術
の
本
来
的
区
分
原
理
は
多
か
ろ
う
と
少
か
ろ
う
と
精
神
性

0

0

0

（Geistigkeit

）
で
あ
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る
。
芸
術
が
ど
れ
ほ
ど
多
く
、
ど
れ
ほ
ど
高
く
の
概
念
を
呼
起
せ
る
か
の
程
度
次
第
に
よ
っ
て
、
そ
れ
だ
け
大
き
な
価
値
が
当
の
芸
術

に
は
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
以
下
の
順
位
が
生
じ
る
。
上
位
に
立
つ
の
は
最
も
精
神
的
な
芸
術
と
し
て
の
詩
文
芸
（Poesie

）
で

あ
る
。
概
念
は
言
葉［
語
］と
結
ば
れ
て
い
て
、そ
の
ま
ま
言
葉
で
差
出
さ
れ
る
。
続
く
の
は
造
形
芸
術（
さ
ま
ざ
ま
な
下
位
種
類
あ
り
）で
、

ま
さ
し
く
、
あ
れ
こ
れ
の
形
姿
で
概
念
的
思
考
作
用
が
鼓
舞
さ
れ
規
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
比
べ
る
と
音
楽
に
は
最
後
の
地
位
を
指

定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
音
楽
の
向
う
と
こ
ろ
が
概
念
的
思
考
作
用
よ
り
も
む
し
ろ
感
官
の
方
へ
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

芸
術
の
順
位
の
原
理
と
し
て
「
精
神
性
」
の
程
度
が
立
て
ら
れ
る
の
は
、
あ
く
ま
で
筋
が
通
っ
て
い
る
。
心
的
な
る
も
の
の
表
象
は

物
的
な
る
も
の
の
表
象
に
優
先
さ
せ
て
よ
い
し
、
よ
り
愛
ら
し
い
（
よ
り
よ
い
）
も
の
の
表
象
は
、
よ
り
低
い
と
い
う
、
感
覚
を
当
て

に
す
る
も
の
の
表
象
に
優
先
さ
せ
て
よ
い
の
で
あ
る
か
ら
、ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
言
う
順
位
は
責
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
高
々
、ブ
レ
ン
タ
ー

ノ
の
意
見
で
も
表
象
の
価
値
は
や
は
り
直
観
性
が
増
す
に
つ
れ
て
増
す
は
ず
な
の
に
、概
念
は
知
覚
表
象（
感
受
）ほ
ど
直
観
的
で
な
い
、

と
い
う
ぐ
ら
い
の
こ
と
に
な
ろ
う
。
だ
が
こ
の
非
難
と
て
論
破
さ
れ
る
の
は
、
さ
き
に
述
べ
た
通
り
、
思
念
さ
れ
る
想
像
表
象
で
は
知

覚
に
相
似
る
直
観
的
表
象
が
大
事
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　

し
か
も
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
で
は
「
直
観
的
（anschaulich
）」
の
語
は
個
的
規
定
（individuell bestim

m
t

）
あ
り
と
い
う
意
味
で
は
用
い

ら
れ
な
い
。
知
覚
表
象
と
直
観
と
を
詳
解
す
る
講
義
「
心
理
学
お
よ
び
美
学
の
選
り
抜
き
の
疑
問
」［
本
誌
訳
稿
］
の
結
尾
で
ブ
レ
ン
タ

ー
ノ
は
、
想
像
表
象
が
扱
う
の
は
非
本
来
的

0

0

0

0

（uneigentlich
）
表
象
で
あ
り
、
確
か
に
直
観
的
核
心
は
与
え
ら
れ
る
、
も
し
く
は
直
観

が
少
く
と
も
表
象
成
立
へ
の
刺
戟
と
な
る
で
は
あ
ろ
う
が
、
そ
の
さ
い
本
来
的
に
思
惟
さ
れ
る
の
は
当
の
直
観
の
名
で
思
付
か
れ
る
も

の
と
は
別
の
何
か
で
あ
る
、と
の
成
果
に
達
す
る
。
言
い
か
え
る
と
当
の
何
か
は
具
体
的
所
与
を
超
え
て
聳
え
る
象シ

ム
ボ
ル徴-

表
象
（Sym

bol-

V
orstellung

［en

］）
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
「
直
観
的
」
な
る
属
性
と
結
ば
れ
る
の
は
、
表
象
す
る
人
の
精
神
内
に
生
起
す
る
新
た
な
形

態
で
あ
り
、
い
わ
ば
一
箇
の
直
観
的
概
念
で
あ
る
。
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ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
後
年
の
教
説
で
は
、
わ
れ
わ
れ
は
お
よ
そ
個
的
に
規
定
（individuell bestim

m
t

）
さ
れ
る
表
象
を
も
つ
こ
と
な
く
、

わ
れ
わ
れ
の
表
象
は
す
べ
て
多
か
れ
少
か
れ
普
遍
的
（allgem

ein

）
で
あ
る
（Psychologie vom

 em
pirischen Standpunkt Ⅱ

.  N
eue 

A
bhandlungen aus dem

 N
achlasse, S. 199ff.

）。
し
た
が
っ
て
「
直
観
的-

抽
象
的
」
の
別
、
ま
た
「
個
的-

普
遍
的
」
の
別
は
も
は
や

漸
次
的
な
区
別
で
し
か
な
い
。

　

だ
が
な
お
も
言
う
べ
き
こ
と
が
あ
る
。

　
「
精
神
性
」
は
概
念
の
豊
か
さ
や
種
類
に
ば
か
り
か
、
わ
け
て
も
創
造
的
活
動
の
大
小
多
少
に
依
存
す
る
。
ブ
リ
ッ
チ
ュ
（Gustav 

A
dolf Britsch, 1879-1923. T

heorie der bildenden K
unst, Bruckm

ann M
ünchen 1926

［31952

］）
と
も
ど
も
に
語
れ
ば
新
た
な
精
神
的
連

0

0

0

0

0

0

0

関0

（neue geistige Zusam
m

enhängen

）
に
依
存
す
る
の
で
あ
る
が
、こ
の
連
関
が
作
ら
れ
る
の
は
、知
覚
材
料
（
受
容
さ
れ
た
感
官
印
象
）

の
加
工
と
い
う
、
芸
術
家
の
意
識
内
で
生
じ
る
作
業
に
よ
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
卓
越
せ
る
意
味
で
創
造
的
（schöpferisch

）
と
名
付

け
て
よ
い
、
こ
の
精
神
的
活
動
こ
そ
が
格
別
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
念
頭
に
あ
っ
た
の
は
確
か
で
あ
る
。

　

ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
美
学
的
著
述
の
意
義
を
再
度
ま
と
め
て
強
調
し
た
い
と
思
え
ば
、
何
よ
り
も
言
う
べ
き
は
、
ま
さ
し
く
論
理
学
お

よ
び
倫
理
学
の
ば
あ
い
と
同
様
に
、
確
固
た
る
基
底
（ein festes Fundam

ent

）
を
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
が
美
学
に
与
え
て
い
る
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

　

何
ら
か
の
表
象
に
は
っ
き
り
覚
え
る
即
応
的
満
足
と

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、0
こ
の
満
足
は
正
し
い
と
す
る
同
時
的
洞
見

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
が
、
い
ま
こ
こ
で
の
大
事
は
、

勝
れ
た
価
値
あ
っ
て
美
し
い

0

0

0

と
呼
ん
で
よ
い
表
象
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
保
証
す
る
。

　

こ
の
批
評
基
準
に
反
対
す
る
抗
弁
は
す
べ
て
、
判
断
の
明
証
に
反
対
す
る
抗
弁
や
、
こ
の
愛
は
正
し
く
、
し
た
が
っ
て
こ
の
愛
の
対

象
は
善
い
と
捉
え
る
洞
見
性
に
反
対
す
る
抗
弁
と
同
様
に
、
黙
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

も
と
よ
り
「
美
し
い
」
と
い
う
規
定
に
は
真
や
善
の
規
定
よ
り
も
大
き
な
不
確
実
性
の
付
纏
う
こ
と
を
認
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
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だ
が
こ
う
な
る
理
由
は
、
当
の
規
定
が
ま
さ
し
く
漸
次
的
相
違
に
よ
っ
て
複
雑
に
な
る
と
い
う
事
態
に
あ
る
。
何
ら
か
の
表
象
に
性
格

は
正
し
い
明
白
な
楽
し
み
（
高
度
の
満
足
）
を
事
実
と
し
て
体
験
す
る
こ
と

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

こ
そ
が
決
め
手
で
あ
る
の
に
、こ
の
こ
と
が
個
々
の
例
で
は
、

「
趣
味
（Geschm

ack

）」
の
発
達
状
態
が
ま
こ
と
に
多
種
多
様
で
あ
る
ゆ
え
に
、必
ず
し
も
誰
に
で
も
可
能
と
は
言
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

判
断
の
明
証
（Evidenz

）
を
説
き
、
心
情
活
動
の
領
域
に
お
け
る
明
証
の
類
比
体
を
説
く
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
明
証
論
か
ら
出
立
す

る
人
な
ら
ば
、
こ
の
教
説
か
ら
造
作
な
く
美
学
へ
の
橋
を
も
見
付
け
て
、
堅
固
な
土
台
上
で
の
美
学
の
建
立
を
進
め
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。
だ
が
こ
の
明
証
論
や
正
し
い
と
性
格
付
け
ら
れ
る
愛
や
楽
し
み
と
い
う
教
説
に
賛
同
で
き
な
い
人
々
に
と
っ
て
も
、
興
味
深
く 

多
々
こ
の
領
域
で
も
変
革
的
な
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
見
方
と
対
決
す
る
こ
と
は
欠
か
せ
な
い
と
し
て
疑
い
な
い
。

　

し
か
も
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
た
だ
美
学
の
基
礎
付
け
に
携
わ
る
ば
か
り
か
、
自
身
の
教
説
の
仕
上
げ
と
い
う
点
で
も
す
で
に
立
派
な
成

果
を
挙
げ
て
い
る
―
―
き
わ
め
て
重
要
な
多
く
の
問
を
投
げ
か
け
る
だ
け
で
な
く
、
答
を
全
面
的
に
か
部
分
的
に
は
返
し
て
い
る
か
ら

で
あ
り
、
例
と
し
て
は
「
天
才
」「
想
像
活
動
」「
芸
術
の
分
類
」
に
つ
い
て
の
詳
述
を
思
う
だ
け
で
よ
ろ
し
か
ろ
う
。

　

こ
う
し
て
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
一
生
の
仕
事
は
そ
の
美
学
的
著
述
を
取
込
ま
な
け
れ
ば
完
結
し
な
い
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
の
空
隙
を
埋
め

る
本
書
は
、さ
き
に
冒
頭
で
述
べ
た
通
り
各
書
そ
れ
ぞ
れ
で
実
践
的
哲
学
の
主
要
学
科
が
扱
わ
れ
る
限
り
で
、既
刊
の
『
正
判
断
論
（D

ie 

Lehre vom
 richtigen U

rteil

）』『
倫
理
学
の
基
礎
と
構
築
（Grundlegung und A

ufbau der Ethik

）』
と
併
せ
て
の
一
体
と
な
る
。

　

本
書
の
校
訂
に
は
か
な
り
の
困
難
が
あ
り
、
責
任
重
大
な
決
断
も
あ
っ
た
。
こ
こ
に
纏
め
た
諸
考
の
多
く
は
や
は
り
短
縮
を
も
補
足

を
も
必
要
と
し
た
。
一
方
で
、
旧
聞
の
諸
研
究
に
関
る
批
評
的
論
説
を
今
日
も
は
や
必
ず
し
も
全
部
が
最
重
要
で
は
な
い
と
し
て
縮
約

す
る
こ
と
は
で
き
た
と
思
う
が
、
他
方
で
、
ほ
ん
の
素
描
で
し
か
な
い
、
ま
た
思
想
の
暗
示
が
標
語
で
し
か
な
い
部
分
は
詳
述
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
特
に
言
え
る
の
は
講
義
「
心
理
学
お
よ
び
美
学
の
選
り
抜
き
の
疑
問
」
で
あ
り
、
し
か
も
こ
れ
に

は
本
文
を
双
方
か
ら
引
い
た
二
冊
の
講
義
草
稿
が
現
存
す
る
の
で
あ
る
。
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原
本
で
あ
る
手
稿
の
補
足
お
よ
び
変
改
は
そ
の
つ
ど
精
確
に
注
と
し
て
明
記
し
て
あ
る
。
誤
読
の
虞
あ
る
箇
所
で
は
長
文
の
注

記
が
説
明
に
役
立
つ
。
既
刊
の
書
だ
が
久
し
く
絶
版
の
『
天
才
（D

as Genie

）』
お
よ
び
『
詩
文
芸
の
呈
示
対
象
と
し
て
の
悪
（D

as 

Schlechte als Gegenstand dichterischer D
arstellung

）』［
両
書
と
も
岩
波
文
庫『
天
才
・
悪
』所
収
］に
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
自
身
が
加
え
た
注
解
は
、

こ
れ
と
し
て
解
る
よ
う
に
し
て
あ
る
。

　

遺
稿
か
ら
編
集
し
て
公
刊
の
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
著
作
集
全
部
に
掲
げ
る
詳
細
な
「
内
容
概
観
（Inhaltsübersicht

）」
は
編
者
の
私
が
添

え
た
も
の
で
あ
り
、「
人
名
・
事
項
索
引
（N

am
en- und Sachregister

）」［
本
論
叢
で
は
割
愛
］
も
同
様
で
あ
る
。

　

ど
う
か
本
書
も
ま
た
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
が
ど
れ
ほ
ど
高
い
能
力
の
持
主
で
あ
っ
た
か
、
と
示
す
の
に
役
立
ち
ま
す
よ
う
に
―
―
わ
れ

わ
れ
の
認
識
の
最
重
要
問
題
と
取
組
ん
で
、
見
た
と
こ
ろ
遠
い
も
の
同
士
の
あ
い
だ
に
連
関
を
見
出
せ
る
ば
か
り
か
、
そ
れ
ぞ
れ
解
決

す
れ
ば
わ
れ
わ
れ
の
知
を
促
し
て
暗
さ
を
払
う
に
役
立
つ
特
殊
問
題
に
も
没
頭
で
き
る
、
と
い
う
能
力
の
こ
と
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は

偉
大
な
研
究
者
に
批
判
的
明
敏
を
も
創
造
的
想
像
を
も
求
め
る
も
の
だ
が
、
こ
れ
ら
双
方
が
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
人
格
で
は
稀
有
な
具
合

に
一
体
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
に
て　
　

一
九
五
七
年
の
復
活
祭
に

　
［
フ
ラ
ン
ツ
ィ
ス
カ
・
マ
イ
ヤ
ー
＝
ヒ
レ
ブ
ラ
ン
ト
］
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「
直
観
の
現
象
学
の
史
的
源
泉
」�（＊

）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

エ
ド
ゥ
ア
ル
ト
・
マ
ー
ル
バ
ハ

　　
　

�（
＊
）
フ
ッ
セ
ル
全
集
第
二
十
三
巻
は
『
想
像
・
像
意
識
・
記
憶
』
と
題
さ
れ
る
大
冊
で
あ
り
、
一
八
九
八
年
か
ら
一
九
二
五
年
、
す
な
わ

ち
現
象
学
確
立
期
の
苦
闘
を
刻
む
遺
稿
の
全
二
十
篇
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
附
せ
ら
れ
た
「
第
一
Nr.1
」
か
ら
「
第
二
〇
」
の
番
号
順
に
収
め
ら
れ

て
い
る
。
編
者
は
マ
ー
ル
バ
ハ
（Eduard M

arbach, 1943-　
　

）
で
あ
り
解
題
の
序
文
で
は
本
書
全
体
の
性
格
を
大
観
し
た
の
ち
以
下
の

三
段
を
設
け
て
い
る
。

　
　
　
　

遺
稿
順
序
説
明
（T

extgeschichtliches

）

　
　
　
　

直
観
の
現
象
学
の
史
的
源
泉
（H

istorischer U
rsprung

…
…
）

　
　
　
　

問
題
展
開
（zur Problem

entw
icklung

…
…
）

　
　

�　

こ
の
「
直
観
の
現
象
学
の
史
的
源
泉
（H

istorischer U
rsprung der Phänom

enologie der A
nschauungen. SS. Ⅹ

LⅢ
-L

）」
の
一
段
が

ま
さ
し
く
フ
ッ
セ
ル
と
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
と
の
関
り
を
詳
述
す
る
部
分
で
あ
り
、
本
誌
に
今
回
訳
出
の
「
想
像
力
考
」
の
性
格
把
握
に
は
貴
重

な
資
料
と
し
て
、
こ
こ
に
全
文
を
翻
訳
紹
介
す
る
。
な
お
原
文
で
は
s.o.（
←siehe oben 

上
記
参
照
）
s.u.（
←siehe unten 

下
記
参
照
）
な
る

記
号
を
散
見
す
る
が
、
抜
粋
せ
る
断
章
の
本
稿
訳
文
で
も
、
資
料
と
し
て
の
意
義
を
重
ん
じ
て
、
説
明
は
加
え
な
い
ま
ま
移
し
て
お
く
。

　

訳
著
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翻
訳
の
底
本
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
―
―

　
　

�　
（Edm

und H
usserl, Phantasie, Bildbew

usstsein, Erinnerung. H
usserliana Band ⅩⅩⅢ

, zur Phänom
enologie der anschaulichen 

V
ergegenw

ärtigungen. T
exte aus dem

 N
achlass

（1898-1925

）. M
artinus N

ijhoff 1980. SS. LX
X

X
Ⅱ

+724

）。

　

一
九
〇
四
─
〇
五
年
冬
学
期
講
義
「
現
象
学
お
よ
び
認
識
論
の
主
要
部
分
」
の
第
三
部
分
が
本
巻
に
「
第
一
」
と
し
て
再
録
す
る
原

典
だ
が
、
講
義
最
初
の
時
間
に
「
知
覚
・
感
受
・
想
像
表
象
・
像
表
象
・
記
憶
な
ど
と
や
や
漠
然
た
る
見
出
語
で
誰
も
が
知
っ
て
い
る
が
、

し
か
し
学
問
的
に
は
ま
だ
あ
ま
り
に
も
僅
か
し
か
吟
味
さ
れ
て
い
な
い
現
象
」（
s.o.
）
と
の
関
連
で
フ
ッ
セ
ル
は
語
る
―
―
「
こ
う
し

た
問
題
と
取
組
む
最
初
の
刺
戟

0

0

0

0

0

を
私
は
天
才
的
な
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
先
生
に
負
う
て
い
て
、
早
く
も
一
八
八
〇
年
代
半
ば
に
ウ
ィ
ー
ン
大

学
で
先
生
は
「
心
理
学
お
よ
び
美
学
の
選
り
抜
き
の
疑
問
」
に
つ
い
て
私
に
は
忘
れ
ら
れ
な
い
講
義
を
な
さ
れ
た
が
、
こ
の
特
殊
講
義

（
毎
週
二
時
間
）
で
の
御
努
力
は
、
ほ
か
の
こ
と
は
斥
け
て
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
に
、
知
覚
表
象
と
比
較
し
て
の
想
像
表
象
の
分
析
的
解

明
で
あ
っ
た
」（

（
（

。
そ
し
て
第
三
部
分
自
体
の
冒
頭
で
以
下
の
ご
と
く
述
べ
て
い
る
―
―
「
知
覚
表
象
と
想
像
表
象
と
の
関
係
と
い
う
問

題
は
多
く
の
真
剣
な
努
力
の
的
で
あ
っ
た
。
文
献
と
し
て
は
、
単
行
書
で
は
確
か
に
例
外
的
に
し
か
、
ま
た
例
外
ゆ
え
か
、
か
な
り
表

面
的
に
し
か
扱
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。だ
が
こ
の
問
題
に
は
重
要
な
人
々
が
さ
ま
ざ
ま
な
連
関
に
お
い
て
、し
か
も
問
題
を
決
し
て
軽
々

し
く
見
て
は
い
な
い
と
解
る
仕
方
で
言
及
し
て
き
た
。
け
れ
ど
も
文
献
よ
り
は
る
か
に
深
い
も
の
を
時
折
の
講
義
が
提
供
し
た
し
、
こ

こ
で
私
が
思
出
す
の
は
、ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
独
得
の
講
義
が
問
題
を
扱
っ
た
極
め
て
明
敏
な
流
儀
で
あ
る
。
ま
た
シ
ュ
ト
ゥ
ン
プ
フ
［Carl 

Stum
pf, 1848-1936. 

ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
門
弟
］
が
自
身
の
心
理
学
講
義
で
語
っ
た
精
妙
な
扱
い
も
、
文
献
が
提
供
す
る
も
の
を
は
る
か
に
凌

駕
し
て
い
た
」（

（
（

。
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�（
1
）H

usserliana X

を
参
照
の
こ
と
。
こ
の
箇
所
は
同
書
ベ
ー
ム
（Rudolf Boehm

）
の
序
文
（S.  X

V
f.

）
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

　
　

�（
2
）
本
巻H

usserliana ⅩⅩⅢ, N
r. 1, S. 6f.

を
参
照
の
こ
と
。

　

惜
し
い
こ
と
に
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
講
義
「
心
理
学
お
よ
び
美
学
の
選
り
抜
き
の
疑
問
」（
一
八
八
五
─
八
六
年
）（

（
（

の
フ
ッ
セ
ル
に
よ
る

筆
録
は
見
当
ら
ず
、
亡
失
と
見
な
く
て
は
な
る
ま
い
と
思
わ
れ
る
。
他
方
「
ハ
レ
大
学
一
八
八
六
─
八
七
年
冬
学
期
シ
ュ
ト
ゥ
ン
プ
フ

教
授
の
心
理
学
講
義
」

（
（
（

の
フ
ッ
セ
ル
に
よ
る
筆
録
は
現
存
し
、
な
か
で
大
き
な
一
段
が
「
想
像
表
象
の
研
究
」
に
費
さ
れ
て
い
る
。
こ

こ
で
の
「
第
二
章　

感
覚
内
容
の
想
像
表
象
」
に
は
フ
ッ
セ
ル
後
年
の
手
に
よ
る
精
査
の
痕
が
見
え
る
が
、
多
分
こ
れ
は
一
八
九
八
年

論
文
（
s.o.
）
か
一
九
〇
四
─
〇
五
年
講
義
と
の
繋
り
で
生
じ
た
と
し
て
よ
か
ろ
う
。
シ
ュ
ト
ゥ
ン
プ
フ
は
感
受
と
想
像
表
象
と
の
主
要

な
二
つ
の
内
的
相
違
［
区
別
］
を
詳
細
に
論
じ
る
―
―
ま
ず
同
じ
呼
名
の
感
受
に
比
べ
て
想
像
表
象
で
は
㈠
表
象
の
強
度

0

0

（Intensität

）

が
極
端
に
乏
し
い
こ
と
と
、
㈡
内
在
的
附
随
的
な
標
徴
の
充
実

0

0

（Fülle

）
が
乏
し
い
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る
（
手
稿Q

11 /I. S. 238ff.

）。

つ
ぎ
に
双
方
の
成
立
の
仕
方
に
関
連
す
る
二
つ
の
内
的
相
違
と
し
て
㈠
表
象
の
持
続
性
な
い
し
流
動
性
や
変
動
性
が
よ
り
乏
し
い
こ
と

と
、
㈡
特
に
、
い
か
な
る
物
体
の
動
き
も
な
い
空
間
内
で
の
恣
意
的
な
補
完
可
能
性
や
変
更
可
能
性
に
つ
い
て
、
そ
し
て
最
後
は
、
心

理
学
的
後
続
現
出
に
関
す
る
二
つ
の
相
違
で
㈠
成
人
が
表
象
す
る
も
の
の
大
方
は
根
拠
に
も
と
づ
い
て
し
か
現
実
と
は
見
做
さ
れ
な

い
の
に
、
感
受
す
る
も
の
は
即
座
に
現
実
と
見
做
さ
れ
る
こ
と
と
、
㈡
普
通
の
ば
あ
い
表
象
に
は
、
同
じ
内
容
の
感
受
よ
り
も
随
伴

す
る
感
情
が
乏
し
い
こ
と
、
に
つ
い
て
で
あ
る
（
手
稿　

Q
11 /I S. 288ff.

）。
こ
れ
ら
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
も
す
で
に
吟
味
し
た
相
違
の
多
く

は
フ
ッ
セ
ル
に
よ
っ
て
も
一
八
九
八
年
の
論
文
「
想
像
と
像
表
象
」（Phantasie und bildliche V

orstellung. in: H
usserliana ⅩⅩⅢ, Beilage 

I. 

原
典
批
判
の
注
記
、
こ
と
に S. 632ff. 

を
も
参
照
の
こ
と
）
や
一
九
〇
四
─
〇
五
年
の
講
義
（H

usserliana ⅩⅩⅢ.　

N
r. 1. 

こ
と
に 1. K

apitel §
6;  

5. K
apitel, 

部
分
的
に
は 6. K

apitel 

お
よ
び 9. K

apitel

）
で
論
じ
ら
れ
た
。
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�（
3
）
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
講
義
は
二
冊
の
手
稿
綴
本
を
も
と
に
短
縮
し
て
整
理
さ
れ
た
体
裁
で
編
者
フ
ラ
ン
ツ
ィ
ス
カ
・
マ
イ
ヤ
ー
＝
ヒ

レ
ブ
ラ
ン
ト
に
よ
っ
て
遺
稿
か
ら
刊
行
さ
れ
た
―
―Franz Brentano, G

rundzüge der Ästhetik, Bern 1959. S. 3-87. 

編
者
の
注
記 

S. 225-236

お
よ
び
序
言S. X

IV
f.

を
も
参
照
の
こ
と
。［
邦
訳
「
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
想
像
力
考
」
聖
心
女
子
大
学
論
叢
第
一
三
四
─
一
三
六
集

二
〇
一
九
─
二
〇
二
〇
年
］

　
　

�（
4
）
”V

orlesungen über Psychologie von Professor Carl Stum
pf, H

alle, W
intersem

ester 1886/87 ”

―
―
ル
ー
ヴ
ェ
ン
の

H
usserl-A

rchiv Leuven

でQ
11 /I und Ⅱ

の
番
号
下
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
ウ
ィ
ー
ン
で
一
八
八
四
─
八
六
年
に
師
事
せ
る
ブ
レ
ン

タ
ー
ノ
を
離
れ
て
一
八
八
六
年
秋
に
フ
ッ
セ
ル
は
、
教
授
資
格
取
得
の
た
め
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
推
薦
で
ハ
レ
大
学
へ
行
き
、
シ
ュ
ト
ゥ
ン
プ

フ
の
講
義
を
聴
い
た
（H

usserl-Chronik, S. 17ff.

参
照
の
こ
と
）。

　

書
添
え
た
い
が
、
フ
ッ
セ
ル
夫
人
（M

arvine H
usserl, 1860-1950

）
配
慮
の
写コ

ピ
イし
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
学
徒
マ
ル
テ
ィ
（A

nton M
arty, 

1847-1914

）
が
プ
ラ
ハ
一
八
八
九
年
夏
学
期
に
行
っ
た
講
義
「
発
生
的
心
理
学
（Genetische Psychologie

）」
筆
録
の
写
し
も
フ
ッ
セ

ル
遺
稿
内
に
あ
る
（
ル
ー
ヴ
ェ
ン
のH

usserl-A
rchiv

でQ
10

の
番
号
下
に
保
管
）。
な
か
で
マ
ル
テ
ィ
は
想
像
表
象
を
も
詳
解
す
る
が
、
部

分
的
に
は
明
か
に
、
ほ
と
ん
ど
文
字
通
り
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
一
八
八
五
─
八
六
年
講
義
に
結
付
け
て
の
こ
と
で
あ
る

（
（
（

。

　
　

�（
5
）
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
教
説
の
討
究
に
あ
た
り
、
こ
の
講
義
筆
録
を
フ
ッ
セ
ル
が
拠
り
所
に
し
て
い
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
―
―

H
usserliana X

, N
r. 14, S. 171ff.　

参
照
の
こ
と
。

　

こ
の
マ
ル
テ
ィ
の
講
義
、
だ
が
今
日
で
は
何
よ
り
も G

rundzüge der Ästhetik

［
上
注
（
3
）『
美
学
綱
要
』］
で
読
め
る
ブ
レ
ン
タ

ー
ノ
自
身
の
講
義
は
、「
知
覚
表
象
と
比
較
し
て
の
想
像
表
象
の
分
析
的
解
明
」（
s.o.
）
で
は
本
質
的
に
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
が
、
本
来
的

0

0

0
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（eigentlich

）
表
象

0

0

と
非
本
来
的

0

0

0

0

（uneigentlich

）
表
象

0

0

と
を
分
つ
自
身
の
区
別
へ
と
立
返
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
の
区
別
の
真

価
は
、
同
じ
冬
学
期
の
先
立
つ
「
初
等
論
理
学
講
義
」
で
も
前
以
て
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
が
発
揮
さ
せ
て
い
た

（
（
（

。
美
学
と
の
連
関
で
ブ
レ

ン
タ
ー
ノ
は
想
像
の
分
析
を
導
入
す
る
の
だ
が
、
こ
の
と
き
直
ち
に
、
想
像
考
察
に
属
す
る
更
な
る
連
関
に
つ
い
て
示
唆
し
て
い
た
―

―
「
美
学
に
と
っ
て
の
意
義
が
最
も
大
き
い
の
は
心
理
学
に
属
す
る
想
像
［
力
］
論
で
あ
る
。
だ
が
想
像
を
扱
う
の
に
、ほ
か
の
事
柄
、

概
念
的
表
象
と
直
観
的
表
象
と
の
区
別

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
か
、
こ
と
に
、
想
像
が
本
質
的
に
制
約
さ
れ
る
感
受

0

0

の
ご
と
き
事
柄
に
も
立
入
ら
ず
に
済
ま

す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
す
べ
て
は
美
学
に
と
っ
て
最
高
度
に
重
要
で
あ
る
ば
か
り
か
、
芸
術
家
の
生
や
研
究
者
（
数

学
者
さ
え
も
）
の
生
ど
こ
ろ
か
各
人
だ
れ
の
生
に
と
っ
て
も
作
用
広
汎
な
実
践
的
意
義
を
も
つ
事
柄
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
表
象
生
活

0

0

0

0

の
研
究
は
心
理
学
の
最
重
要
課
題
に
属
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」（
（
（

。

　
　

�（
6
）Edm

und H
usserl, Erinnerungen an Franz Brentano. in: O

skar K
raus, Franz Brentano. M

ünchen 1919. S. 153 und 

157. 

邦
訳 

フ
ッ
セ
ル
筆
「
フ
ラ
ン
ツ
・
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
想
出
」（
聖
心
女
子
大
学
論
叢
第
一
三
三
集
）
一
三
頁
お
よ
び
一
七
頁
。

　
　

�（
7
）
上
掲
書　

G
rundzüge der Ästherik. S. 36.　

部
分
的
に
強
調
語
あ
り
。
邦
訳　
「
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
想
像
力
考
（
中
）」（
聖
心
女
子
大

学
論
叢
第
一
三
五
集
）
一
一
頁
。

　
「
フ
ラ
ン
ツ
・
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
想
出
」（
上
注
6
）
に
お
い
て
フ
ッ
セ
ル
は
話
題
の
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
講
義
を
「
ず
ば
抜
け
て
刺
戟
的

で
あ
っ
た
の
は
、
研
究
す
る
流
れ
の
な
か
で
諸
々
の
問
題
を
示
し
て
い
た
か
ら
で
あ
り
」（S. 157. 

邦
訳
一
七
頁
）
と
称
揚
し
て
い
る
。

哲
学
的
概
念
を
形
成
す
る
フ
ッ
セ
ル
の
没
歴
史
的
（ahistorisch

）
で
形
相-
反
省
的
（reflexiv-eidetisch

）
な
流
儀
と
は
対
照
的
に
ブ
レ

ン
タ
ー
ノ
で
目
立
つ
の
は
、
哲
学
的
伝
統
と
の
絶
え
間
な
い
対
決
で
、
い
わ
ば
「
諸
々
の
概
念
内
で
動
く
（in Begriffen bew

egt

）」
姿

で
あ
る
。
右
の
講
義
で
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
述
べ
て
い
た
―
―
「
こ
れ
か
ら
没
頭
す
べ
き
課
題
は
想
像
に
つ
い
て
の
研
究

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
る
。
…
…
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何
よ
り
も
必
要
な
の
は
想
像
の
概
念

0

0

を
規
定
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
概
念
規
定
の
方
法
は
、
問
題
が
術
語
の
新
た
な
導
入
に
あ
る
ば

あ
い
と
、
伝
承
さ
れ
た
術
語
の
規
定
に
あ
る
ば
あ
い
と
で
は
、
本
質
的
に
別
で
あ
る
」。
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
に
よ
れ
ば
「
伝
承
さ
れ
た
術

語
で
は
伝
統
を
顧
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」「
そ
れ
ゆ
え
に
大
切
な
の
は
、
こ
の
術
語
の
も
と
に
私0

（Ich

）
が
理
解
す
る
と
こ
ろ
ば

か
り
か
、
ひ
と

0

0

（m
an

）
が
理
解
す
る
と
こ
ろ
を
こ
そ
理
解
す
る
こ
と
で
あ
る
」（S. 41f. 

邦
訳
一
七
─
一
八
頁
）。
こ
の
局
面
で
ブ
レ
ン
タ

ー
ノ
は
「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
（
先
ん
じ
て
は
ソ
ク
ラ
テ
ス
や
プ
ラ
ト
ン
）
の
教
え
た
よ
う
に
」
進
む
こ
と
が
有
益
と
見
る
―
―
「
α.

さ
ま

ざ
ま
な
使
用
例
の
枚
挙　
β.

諸
例
に
共
通
な
る
も
の
の
研
究　
γ.

諸
他
見
解
の
枚
挙
と
研
究　

δ.

諸
結
果
の
比
較
」（S. 41.　
邦
訳

一
八
頁
）。
あ
と
に
な
お
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
強
調
す
る
―
―
「
伝
統
を
顧
慮
せ
よ
、
と
の
要
請
が
求
め
て
い
る
の
は
無
条
件
の
伝
承
固
守

で
な
く
、
た
だ
、
伝
承
か
ら
は
軽
率
気
儘
に
離
れ
な
い
よ
う
に
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
る
。
…
…
今
日
な
お
若
い
学
問
と
呼
ん
で
よ
い

哲
学
（
こ
と
に
心
理
学
）
に
お
い
て
も
、
引
継
が
れ
た
術
語
を
吟
味
す
る
と
い
う
、
こ
の
、
い
か
な
る
概
念
規
定
で
も
課
題
と
な
る
部

分
は
大
い
に
顧
慮
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
」（S. 42. 

邦
訳
一
九
頁
）。

　

哲
学
的
伝
統
、す
な
わ
ち
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
か
ら
ス
コ
ラ
哲
学
を
越
え
て
ヴ
ォ
ル
フ
や
カ
ン
ト
に
至
り
、と
り
わ
け im

pression

（
印

象
）
と idea

（
観
念
）
と
を
分
つ
ヒ
ュ
ー
ム
の
区
別
か
ら
リ
ー
ド
、
Ｊ
・
ミ
ル
、
ベ
イ
ン
、
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
ヘ
、
最
後
に
は
ド
イ
ツ
語

圏
の
新
し
い
思
想
家
た
ち
、
ヘ
ル
バ
ル
ト
、
ロ
ッ
ツ
ェ
、
フ
ェ
ヒ
ナ
ー
、
ヴ
ン
ト
へ
と
い
う
伝
統
に
お
け
る
想
像
の
概
念
を
詳
し
く
検

討
し
た
後
に
、
総
括
し
て
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
以
下
の
ご
と
き
考
察
結
果
を
得
た
―
―
「
伝
統
的
概
念
に
よ
れ
ば
確
か
に
知
覚
表
象
で
な

い
が
、
し
か
し
想
像
表
象
は
知
覚
表
象
に
相
似
（ähnlich

）
の
も
の
と
す
べ
き
表
象
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
見
出
し
た
。

こ
の
相
似
性
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
、
そ
れ
だ
け
多
く
想
像
表
象
は
話
題
と
な
る
。
け
れ
ど
も
想
像
表
象
と
い
う
呼
名
が
し
ば
し

ば
こ
の
概
念
と
合
わ
な
い
範
囲
で
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
明
か
に
な
っ
た
。
…
…
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
事
況
の
も
と
で
何
を
す
れ
ば

よ
い
の
か
、
ど
の
よ
う
に
想
像
表
象
の
呼
名
を
用
い
れ
ば
よ
い
の
か
。
…
…
よ
り
よ
い
の
は
確
か
に
、
最
大
限
に
流
布
し
て
普
遍
的
承
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認
を
得
て
い
る
群

グ
ル
ー
プだ
け
を
取
出
す
仕
方
で
扱
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
と
き
行
着
く
の
は
以
下
の
規
定
で
あ
ろ
う
―
―
想
像
表
象
と
は
直

0

0

0

0

0

0

0

観
的
表
象
に
近
付
い
て
ゆ
く
非
直
観
的

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（unanschaulich

）
も
し
く
は
非
本
来
的

0

0

0

0

0

0

0

0

（uneigentlich

）」
な
表
象
の
こ
と

0

0

0

0

0

0

で
あ
る
。
…
…
当

然
な
が
ら
［
両
表
象
の
］
境
界

0

0

は
溶
暗
的
に
消
え
て
し
ま
う

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」（S. 84-86.　
部
分
的
に
強
調
あ
り
。
邦
訳
「
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
想
像
力
考
（
下
）」）（
聖

心
女
子
大
学
論
叢
第
一
三
六
集
）
五
九
頁
。H

usserliana ⅩⅩⅢ, N
r. 1 §

45, S. 92ff.

に
お
け
る
フ
ッ
セ
ル
の
、
想
像
概
念
の
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
に
よ
る
規
定
に
つ

い
て
語
る
言
及
を
参
照
の
こ
と
）。
直
観
的
知
覚
表
象
へ
と
近
付
く
の
は
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
に
よ
る
と
「
想
像
表
象
が
い
わ
ば
直
観
的
核
心

を
も
つ
」（S. 84. 

邦
訳
右
記
（
第
一
三
六
集
）
五
六
頁
）
こ
と
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
そ
し
て
事
実
、ふ
つ
う
の
想
像
表
象
は
「
直
観
で
な
く
、

直
観
を
核
と
す
る
概
念
と
し
て
よ
い
」（S. 83. 

邦
訳
右
記
（
第
一
三
六
集
）
五
五
頁
）。
講
義
を
結
ん
で
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
言
う
―
―
。「
わ

れ
わ
れ
の
研
究
の
帰
結
は
、
想
像
表
象
に
つ
い
て
の
固
有
独
自
の
教
説
は
存
在
し
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
定
義
に

よ
れ
ば
、
想
像
表
象
は
一
部
は
直
観
の
領
域
に
入
り
、
一
部
は
概
念
の
領
域
に
入
る
。
両
領
域
双
方
に
と
っ
て
大
切
な
の
は
、
ま
ず
現

出
［
出
来
事
・
外
見
］
を
で
き
る
限
り
精
確
に
書
き
記
す
べ
き
こ
と
（
記
述
的
考
察
）、
そ
の
あ
と
で
当
の
現
出
の
成
立
お
よ
び
経
過
の
究

明
（
系
統
発
生
史
的
考
察
）
を
試
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
」（S. 87. 

邦
訳
右
記
（
第
一
三
六
集
）
五
九
頁
）。

　

こ
の
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
講
義
か
ら
フ
ッ
セ
ル
が
最
高
度
に
重
要
な
実
質
的
刺
戟
を
受
け
、
ま
た
特
に
ヒ
ュ
ー
ム
お
よ
び
十
九
世
紀
イ

ギ
リ
ス
経
験
論
者
へ
の
哲
学
史
的
示
唆
を
得
た
こ
と
に
疑
い
は
な
い
。
本
書
後
段
の
問
題
展
開
史
素
描
（
s.u.
）
で
示
す
こ
と
に
な
ろ
う

が
、
想
像
も
ま
た
こ
の
よ
う
な
作
用
の
一
つ
で
あ
る
と
語
っ
た
非
本
来
的

0

0

0

0

表
象
作
用
の
さ
ま
ざ
ま
な
在
り
方
の
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
に
よ

る
展
示
は
わ
け
て
も
、
最
も
実
り
豊
か
に
フ
ッ
セ
ル
の
思
考
を
驚
か
せ
、
の
ち
の
批
判
的
深
化
へ
と
促
し
た
に
違
い
な
い
。
早
く
も

一
八
九
一
年
の
著
書
『
算
術
の
哲
学
』
で
フ
ッ
セ
ル
は
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
以
前
に
は
誰
ひ
と
り
十
分
に
捉
え
な
か
っ
た
と
し
て
よ
い
意

義
、
す
な
わ
ち
「
わ
れ
わ
れ
の
心
的
生
活
全
体
に
と
っ
て
の
非
本
来
的

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

…
…
00

表
象
作
用
の
卓
越
せ
る
意
義

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
解
す
る
、
よ
り
深
い
理
解
」

を
、自
分
は
フ
ラ
ン
ツ
・
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
に
負
う
て
い
る
、と
記
し
て
い
る

（
（
（

。
一
九
〇
四
─
〇
五
年
講
義
の
第
一
時
間
目
に
フ
ッ
セ
ル
は
、



79

ブレンターノの想像力考（下）

ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
が
一
八
八
五
─
八
六
年
特
殊
講
義
で
行
っ
た
「
知
覚
表
象
と
比
較
し
て
の
想
像
表
象
の
分
析
的
解
明
」
へ
の
参
照
を
指

示
し
た
の
ち
、
以
下
の
ご
と
く
述
べ
る
―
―
「
こ
と
に
十
年
ほ
ど
経
て
ま
す
ま
す
縺
れ
て
き
た
私
自
身
の
研
究
は
、
も
ち
ろ
ん
本
質
的

0

0

0

な
諸
々
の
点
で
別
な
る
道

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

へ
と
私
を
導
い
て
、
わ
け
て
も
、
こ
う
し
た
問
題

0

0

0

0

0

0

は
当
時
の
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
が
見
て
い
た
よ
り
も
遥
か
桁
外

0

0

0

0

れ
に
複
雑

0

0

0

0

、0
度
外
れ
て
困
難
な
問
題

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
る
、
と
教
え
て
く
れ
た
」（

（
（

。
こ
の
と
き
フ
ッ
セ
ル
に
は
自
身
の
一
八
九
四
年
の
「
初
等
論
理

学
の
た
め
の
心
理
学
的
研
究
（Psychologische Studien zur elem

entaren Logik

）」
や
一
八
九
八
年
の
論
文
（
s.o.
）
の
こ
と
が
、
ま
た

事
柄
自
体
に
つ
い
て
は
自
身
の
、
表
象
作
用
の
概
念
に
お
け
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

純
粋
記
述
的
分
化
（D

ifferenzierung

［en

］）
の
こ
と
が
念
頭
に
あ
っ
た

と
し
て
よ
か
ろ
う
。
当
の
事
柄
（Sache

）
が
フ
ッ
セ
ル
を
、
概
念
的
表
象
と
直
観
的
表
象
と
の
鋭
い
対
立
で
は
、
直
観
的

0

0

0

表
象
自
体

の
内
部
に
お
け
る
精
妙
な
区
別
へ
と
導
い
た
の
で
あ
る（
s.u.
）。

　
　

�（
8
）H

usserliana Ⅻ

（
編
者L. Eley

）, S. 193, A
nm

erkung 1.

―
―
強
調
語
あ
り
。
フ
ッ
セ
ル
初
期
著
作
に
お
い
て
表
象
作
用
の
本

来
性
と
非
本
来
性
と
の
区
別
が
も
つ
意
義
に
つ
い
て
はH

usserliana ⅩⅫ, Aufsätze und Rezensionen

のB. Rang

に
よ
る
序
文
、
特
に

S.X
X

X
V

ff.

お
よ
びS.X

X
X

V
, A

nm
erkung 2 

を
参
照
の
こ
と
。

　
　

�（
9
）H

usserliana X
, R. Boehm

の
序
文 S. X

V
I

か
ら
引
用
─
強
調
語
あ
り
。

　

さ
き
の
一
九
〇
四
─
〇
五
年
講
義
最
初
の
時
間
で
フ
ッ
セ
ル
は
、
一
八
九
〇
年
代
の
仕
事
を
一
瞥
し
た
あ
と
に
付
加
え
て
い
る
―

―
「
し
か
し
こ
う
し
た
問
題
の
完
全
な
る
体
系
的
決
着
に
は
、
当
時
の
私
は
ま
だ
達
し
得
な
か
っ
た
。
別
々
に
孤
立
さ
せ
る
と
問
題
を

解
決
で
き
な
い
こ
と
は
…
…
現
象
学
的
問
題
の
内
的
錯
綜
お
よ
び
、
ま
さ
し
く
当
の
問
題
の
特
性
と
も
関
連
す
る
の
で
あ
る
。
…
…
」

（H
usserliana X

, S. X
V

I

）。
つ
づ
け
て
述
べ
る
に
は
、
当
時
「
記
憶

0

0

の
全
領
界
は
、
ま
た
、
と
も
ど
も
根
源
的
時
間
直
観
の
現
象
学

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
問

題
全
体
も
、
…
…
い
わ
ば
黙
殺
の
ま
ま
で
あ
っ
た
」（H

usserliana X
, S. X

V
I

）。
だ
が
後
年
と
な
る
一
九
〇
四
─
〇
五
年
講
義
の
開
始
部
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分
で
、
ま
さ
し
く
新
た
な
算
入
、
す
な
わ
ち
直
観
的
表
象
群
の
内
部
に
お
け
る
諸
分
化
（D

ifferenzierung

［en

］）
を
深
く
掘
り
下
げ
る

究
明
の
た
め
に
、
根
源
的
時
間
意
識
を
算
入
す
る
こ
と
が
生
じ
た
」（
本
巻 H

usserliana ⅩⅩⅢ

のN
r. 1,§

44 

こ
と
に S.92 

お
よ
びH

usserliana 

X
, 

”D
ie V

orlesungen über das innere Zeitbew
ußtsein aus dem

 Jahre 1905 ＂, S. 3ff. 

参
照
の
こ
と
）。
こ
の
冬
学
期
の
あ
と
フ
ッ
セ
ル
は
フ

ラ
ン
ツ
・
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
へ
の
手
紙
で
書
く
こ
と
が
で
き
た
―
―
「
ク
リ
ス
マ
ス
か
ら
の
講
義
で
想
像

0

0

お
よ
び
時
間

0

0

の
記
述
心
理
学
を

扱
い
、
格
別
こ
の
講
義
で
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
そ
の
あ
い
だ
先
生
と
の
近
し
い
精
神
的
関
係
に
は
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
一
八
八
五
─
八
六
年
ウ
ィ
ー
ン
で
の
先
生
の
素
晴
ら
し
い
講
義
に
つ
い
て
の
私
の
古
い
筆
記
帳
か
ら
選
り
分
け
て
、
多

く
の
部
分
を
学
生
た
ち
に
も
読
上
げ
、
分
析
を
先
へ
進
め
る
原
点
と
い
た
し
ま
し
た
。
微
妙
こ
れ
以
上
の
こ
と
な
く
絶
望
に
追
込
ま
れ

る
ほ
ど
難
し
い
問
題
を
扱
う
に
は
、
こ
の
た
び
の
私
に
自
分
で
差
出
す
こ
と
の
で
き
た
も
の
は
、
あ
ま
り
に
も
不
完
全
で
あ
り
ま
し
た
」

（
一
九
〇
五
年
三
月
二
十
七
日
付
書
簡
─K

opie im
 H

usserl-A
rchiv Leuven

）。

　

了


